
令和 7年度

学科・学午

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達目標

コンピュータ概論 IA(コンピュータ概論)

ニンピュータのハード技術やソフト技術に関する知識を初歩から学ぴ、1CT(1T)技術者として働くための
専門知識を学習する。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定(3級)に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目酌に応じてコンピュータの活用ができる

シラノ叉ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

【第0章】シラバスの説明、サーティファイ情報処理検定3級について

3

担当者

【イントロダクション】第1節コンビュータとは

4

n章】コンピュータの基礎知識

5

【2章】コンピュータの数値表現(情報表現、基礎変換、補数、数値表現など)

6

【3章】ハードウェア(プロセッサ、論理演算と論理回路、記憶装置など)

7

講義

伊禮利一

R章】システムの構要素(システムの評価指標、システムの拙成、高信頼化撹

8

【5章】ソフトウェア(ソフトウェアの分類とOS)

9

内

【6章】マルチメディア

10

【7章】AK人工知能)

Π

【8章】アルゴリズムとデータ構造

12

サーテーファイ情報処理技術者試験3級検定対策(試験時問・解説含む)

講義時斯

13

科目必修区分

H

15

16

17

18

前期

19

必佃

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

27

2

28

教科書

29

8

合計時間数

30

9

時間外
学習

コンピュータ概論
情報処理検定問題集(3級・2級)

9

成績評価
方法

9

授業時間内で終わらなかった点をClassroomにて質疑応用。

2

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

5

授業態度10pt、章テスト20pt、検定対策模擬試験30pt、検定試験得点40pt

4

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

12

教員 備考

62

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情扱スペシャリスト科(4年制)1年歌

=ンビュータ概論ⅡA(マネジメン1、と情報化)

到達目標

ストラテジおよびマネジメント分野の基本的かつ普遍的な知識の習得を目的とする。
企業における経営戦略と担当業務の関連性、システム開発のライフサイクル、プロジェクトマネジメント、サー
ビスマネジメントおよびシステム監査などの知識を学習オ、る。

・サーティファイ情報処理検定3級に合格できる
・基本情報技術者試験個家試験)の内容が理解できる
・職業人としてIT(情報技林Dの基本的な知識を活用し、上位者とのコミュニケーション、業務分析と解析およ
ぴシステム化の支援を行う事ができる。

授業計画

シラノ{ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

オリエンテーション:科目概要、目的、目標、シラバス、テキスト解説

第1章システム開発とマネジメント

4

第2章サービスマネジメントとシステム戰略

5

第3章企業と経営戦略

講難

赤嶺和人

6

サーティファイ情報処理技術者試験3級検定対策(試験時間・解説含む)

7

8

9

10

内

Ⅱ

講義時期

0、

科目必修区分

12

13

14

15

16

月1」1切

17

必修

18

19

20

21

21

22

23

授業時問数

24

25

2

26

22

27

10

28

12

29

教科書

15

合計時間数

30

時間外
局習

マネジメントと情報化
サーティフフイ情報処理検定問題集(3級・2級)

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった点をCla舶roomにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

出席率・授業態度20pt、単元テスト20pt、期末試験30pt、検定試験30pt

学校基準によ熨段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

61



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年淡

=ンピニータ慨論ⅢA(システム開発技術)

到達目標

コンピュータのに船ける、データベース、ネットワーク、セキュリティに関する知識を初歩か
ら学び、1CT住T)技術者として働くための専門知識を学習する。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定2級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてコンビュータの活用ができる

シラノ叉ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第1章データベース

3

1節データのモデル化

4

講襲

渡具知斉

2節データベース設哥

5

3節データの正規化

6

4節 SQLの基本

7

5節 SQLの応用

内

8

講義時期

6節データベースの演算

9

科目必修区分

7節データベース管理システム

10

8節データベース応用

Ⅱ

章末テストデータベースレポート形式

12

第2章ネットワーク

13

月Ⅱ期

1節ネットワーク方式

14

必修

2節 OS1基本参照モデル

15

3節 TCP/1Pプロトコノレ

16

4節 IPアドレス

17

5節ネットワーク管理

18

6節 TCP/1Pアプリケーション

19

授業時問数

20

7節ネットワーク応用技術

21

章末テストネットワークンポート形式

サーティフプイ清報処理検定3級対策授業

22

第3章情報セキュリティ

2

23

2

24

1節情報セキュリティ

2

25

2節システムへの攻撃手法

2

26

3節暗号化技術

2

4節認証技術

27

2

28

5節セキュリティ技術

2

29

6節セキュリティリスク

教科書

2

30

7節セキュリティ管理

合計時間数

2

時間外
学習

章末テストネットワークンポート形式

システム開発と情報技術
清報処理検定問題集(3級・2級)

2

授業時聞内で終わらなかった点をClassroomにて質疑応用。

成櫛評価方浩

2

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

2

授業態度10pt、章テスト40pt、検定試験得点卯Pt、検定対策模擬試験10pt

2

学校基準によ典段階評価とする

実務経験紹介

2

2

2

教員

2

10

2

備考

2

2

2

2

2

2

2
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令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4午制)1年次

到達目標

プログラムによってロンビュータ処理の流れを記述できるように、基本的なデータ処理のためのアルゴリズ
ムを学習司、る。

プログラム設計 IA

授業計画

・流れ図の基本パターン、繰り返し処理、整数の計算、探索処理、整列処理を理解できる。
・疑似言語に処理の流れを理解でき、トレースできる。
・ファイル処理、文字列操作、ビッ吋剰乍の処理が理解できる。

シラノ{ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

第1章アルゴリズム入門

3

担当者

第2章流れ図の基本パターン流れ図連続型選択型反復型

4

第4章計算のアルゴリズム

5

第6章配列操作

6

講義、実習

第3章疑似言語の基本ハ'ターン疑似言語とは疑似言語の表記法

7

長嶺博紀

8

第5章手統・関数

アルゴリズムとはデータ型領城の概念基本構造

9

内

第7章探寮のアルゴリズム

10

11

合計平均べき乗計算乗算除算最火最小抽出練習問題

容

第8章整列のアルゴリズム

12

1汰元配列配列の異動 2譲元配列純習問題

講義時期

練習問題(サーティプアイ情報処理2級2部_疑似言語,基本情報技術者試験_疑似言語)

13

科目必修区分

14

疑似言語の言語部分疑似言語の処理部分純習問題

15

手続・関数とは変数のスコープ引数と戻り値紳習問題

16

探素処理とは線形探素プロック探素

2分探崇ハッシニ探索練習問題

17

18

前期

整列処理とは基本選択法基本交換法基本抑入法

19

必修

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

4

27

4

28

7

教科書

29

8

時間外
学習

合計時問数

30

情報処理試験合格へのパスポートアルゴリズムとデータ構造

成績評価
方法

2

復習:勉強した内容をその日のうちに再度復習※30分程度

2

担当詳細

6

出席評価点10pt、チェックテスト50pt、評価テスト20pt、授業態度20pt

6

実務経験紹介

学校基準によ川段階評価とする

9

9

教員 備考

58



令和 7年度

学科・学午

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年歌

到達冒標

プログラミング言語IAU0Ⅶ)

」釧a言語の基本文法から、オブジェクト指向プログラミングを理解し、実習では練習問題を通して基礎的
なプログラミングスキルを身に着ける。

授業計画

・簡単なソース=ードを読むことができる。
・基本的なプログラミングスキルが身につくので、簡易プログラムが作成できる。
・サーティファイ主催Java言語プログラミング能力認定試験2、3級が取得できる。

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション(授業の概要説明(進捗・評価など)、実習環境の設定と動作確ミ勘

3

担当者

第0章 JaⅦとオプジェク付旨向

4

第1章ⅡⅦの基礎一J脚0とは

5

第]章」脚aの基礎ープログラムの構造確認

6

講義、実習

第1章ⅡⅧの基礎一演算子を使0た計算、演算子の優先順位

7

赤嶺達也

第1章」a舶の基礎一変数を使0たプログラム

8

第1章 J且Ⅷの基礎一標準入力

9

内

第1章 J劉0の基礎一型変換

10

第2章分岐一条件分岐とは

H

第2章分岐一i改、i改の分岐を増やす、i改のネスト

12

第2章分岐一複数の条件を組み合わせる

講義時期

玲

科目必修区分

第2章分岐一switch文

14

第3章繰り返し一繰り返しとは

15

第3章繰り返し一島r文、多重ループ

16

第3章繰り返し一while文、do-while文、繰り返しの応用

17

第3章繰り返し一配列

18

目1」期

第4章クラスとメソッドークラスとインスタンス

19

必修

第4章クラスとメソッドーメソッドの定義

20

第4章クラスとメソッドークラスのメンバ、虻肌kメンバ

21

第5章カプセノレ化ーカプセノレ化とは

22

第6章クラスの継承一継承とは

23

授業時間数

第6章クラスの継承ースーパークラスとサプクラス

24

第6章クラスの継承ーボリモプイズム

25

第9章クラスライブラリ(strin8クラス、1nteEerクラス、列挙型)

26

2

検定対策_演習(基本文法を用いたプログラム作成、コマンドライン凱数など)

27

検定対策U脚0言語3級対策、模擬試験の実施、解説)

28

教科書

繰り返し一配列

29

時間外
学習

合計時間数

30

2

ルνa実践プログラミング、Javaプログラミング能力認定試験2,3級過去問題集

成績評価
方法

2

授業内容の復習(検定対策時は、合格点に満たさない者は放課後講座を実施)

2

担当詳細

2

授業態度10pt、単元テスト20pt、試験得点(模擬、本試験含む)60pt、検定試験(合格有無)10pt

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

2

2

2

2

教員

2

2

2

2

備考

2

2

4

2

19

63

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達目標

・ビジネスにおいて必要不可欠なIT知識・パソコン操作を網羅し、実務に直結した知識・技術を習得司、る。

授業計画

ITりテラシー実習

・ホームポジションでタイピングできる。
・効率的なパソコン操作ができる(ショートカットキーの利用やデータ整理など)
・poweTpointの基本操作ができる

1

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

第1章WmdowS11を使い始める

3

担当者

第2章WmdowS11の基本操作を知る

4

第3章文字入力の基本をマスター司、る

5

第4章ファイルとフォルダーを自在に扱う

6

第5章インターネットを决適に利用する

7

講義・実習

第6章コミュニケーションツーノレを活用する

8

渡具知斉

第7章クラウドサービスを使いこなす

9

第9章写真や動画を取り込んで編集する

10

内

第10章さまざまな周辺機器を使用する

11

第11章WmdowS11を使いこなすテクニック

12

容

POW凹Poim操作練習

玲

講義時期

発表用スライド作成

14

科目必修区分

プレゼンテーションの実施

15

16

17

18

月1」期

19

20

必修

21

22

23

24

授業時間数

25

26

2

27

2

28

教科書

2

29

時問外
学習

2

合計時問数

30

2025年度版やさしい教科書一冊に凝縮WindowS11 Hom./pr0対応

成績評価
方法

2

授業時問内で終わらなか0た実習課題・演習問題

4

担当詳細

4

課題提出40pt、文章入カスビード20pt、プレゼン発表20pt、授業態度20pt

4

実務経験紹介

学校基準によ典段階評価とする

4

4

6

8

教員

3

備考

47

ス
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令和 7年度

学科・学午

授業科目

授業概要

情淳aスペシャリスト科(4年制)1午炊

到達月標

第一印象の重要性を理解し、好感の持てる話し力を身につける

ビジネスマナー1A

授業計画

・笑顔や身だしなみなど第一印象の重要性を理解する
・立場の違いを考えた言葉造いができる

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

ビジネスマナーとは(社会人として求められる資質、あいさつ・身だしなみの重要性)

3

担当者

第一印象の重要性(立つ姿勢、お辞儷の仕方、語先後礼、表情訓練、発声練習)

4

話の仕方、聞き方のポイントと注意点ψツション言葉、前向きな会話)

5

言葉遣い(敬語の種類と使い分け)

6

講義、演習

Ⅱ宗習間題】

7

藤吉綾子

尊敬語と謙譲語の混同

8

二重敬語

9

内

【確認、テスト】

10

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

H

15

16

17

18

月1」期

19

必修

20

21

22

器

授業時間数

24

25

26

4

27

3

器

2

教科書

29

2

時間外
学習

合計時間数

30

実践ビジネスマナー(1,200円+税ウイネット)

成績評価
方法

2

なし

担当詳細

2

出席率(2鶚)・授業態度(25%)・提出物(2乳)・期末テスト(25%)

実務経験紹介

教員 備考

16

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年炊

到達目標

社会人にとって基本的な素養を知り、基礎スキルの一部について学習・演習する

授業計画

キャリアデザイン1

・就職活動に必要なことを学び、社会でも役立つことを理解する
・ワークを通し、就職活動に必要なスキルの基礎を習得できる

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

1.導入

3

2.良い習慣を身につける

担当者

4

3、コミュニケーションカを高める

5

4,他者理解

6

5,自己理解

7

講義・実習

6,思いを言語化する

8

赤羽利夫

フ,スケジュール管理

9

8,清報の利活用

10

内

11

12

玲

講義時期

14

科目必修区分

巧

16

17

18

W

月1」1胡

20

必修

21

22

23

24

授業時間数

25

26

27

28

教科書

4

29

時間外
学習

合計時間数

4

30

KBC学園赴職活動の進め方

成蹟評価
方法

2

2

担当詳細

授業態度30pt、取り組み姿勢40P、提出物30pt

実務経験紹介

学校基準によ契段階評価とする

教員 備考

16

容



令和 7年度

学科・学年

授業科昌

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達民標

キャリア教育の実現の鍵は専門能力および発揮できる力(人問性)であることを知り、永久戰力を目指す上
での自己のあり方を考える。

・相手を尊重した行動ができる
・相手の意見を傾聴し、受け入れることができる
・心を込めた挨拶ができる
・感謝の気持ちを相手に伝えることができる

授業計画

志学1

シラノ§ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

第1章:感謝

3

第2章:感動

4

第3章:思いやり・気くばり

5

講蔑・実習

第4章:明朗

6

長嶺博紀

第5章;挨拶

第6章;素直

8

第7章:プラス思考

9

第8章:チャレンジ精神

10

内

第9章:永久戦力

Ⅱ

容

志学 1 まとめ、振り返り

12

講義時期

科目必修区分

玲

N

15

16

17

目1」期

18

必修

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

2

27

2

28

教科書

2

29

時間外
学習

2

合計時間数

30

2

KBC学園志学 1・Ⅱ

成績評価
方法

2

授業内の各種事例を深く掘り下げる。同様事例を独自に情報収集する

2

担当詳細

3

出席率10PS、授業態度20pt、科目終了後の授業レポートフ0pt

2

学校基準によ拠段階評価とする

実務経験紹介

2

教員 備考

21



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4午制)1午歌

到達目標

コンピュータ概論IB(コンビニータ概三制

コンピュータのハード技術やソフト技術に関する知識を初歩から学び、1CT(1T)技術者として働くための
専門知識を学習tる。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定(2級1音円に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてコンピュータの活用ができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

【2章】ニンピュータの数値表現

3

担当者

聖章】システムの構成要素

4

{5章】ソフトウェア

5

【8章】アルゴリズムとデータ構造

6

サーティファイ情報処理技術者試験2級1部検定対策(試験時問・解説含む)

7

講義

伊禮利一

8

9

内

10

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

H

15

16

17

18

後期

19

必修

20

幻

22

部

授業時間数

24

25

26

5

27

4

28

4

教科書

29

2

合計時問数

18

30

時間外
学習

コンピュータ概論
情報処理検定問題集(2級)

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった点をC始豁momにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

授業態度10pt、章テスト20pt、検定対策模擬試験如Pt、検定試験得点30pt

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価とtる

教員 備考

33

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年炊

コンピュータ概論ⅡB(マネジメントと情報化)

到達俗標

ストラテジおよびマネジメント分野の基本的かつ普遍的な知識の習得を目的とする。
企業における経営戦略と担当業務の関連性、システム開発のライフサイクル、プロジェクトマネジメント、サー
ビスマネジメントおよびシステム監査などの知識を学習する。

・サーティファイ情報処理検定2級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・職業人としてIT(情報技付わの基本的な知識を活用し、上位者とのコミュニケーション、業務分析と解析およ
びシステム化の支援を行う事ができる。

授業計画

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第4章 OR・正

3

第5章企業会計

4

第6章法務と標準化

5

サーテオファイ情報処理技術者試験2級1部検定対策(試験時間・解説含む)

講義

赤嶺和人

6

サーテーファイ情報処理技術者試験2級2部検定対策(試験時問・解説含む)

7

8

9

10

内

Ⅱ

講袈時期

容

科目必修区分

12

13

H

15

16

後期

Ⅱ

必修

18

19

20

幻

2]

22

23

授業時間数

24

25

7

26

3

27

6

28

12

29

教科書

12

合計時問数

30

時間外
学習

マネジメントと情報化
サーティファ子情報処理検定問題集(3級・2級)

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった点をC1加町oomにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

出席率・授業態度20pt、単元テスト20pt、期末試験30pt、検定試験30pt

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

40



令和 7年度

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制〕1年歌

コンピュータ概論ⅢB(システム開発技術)

到達目標

・システム開発における開発プロセスや要件定義、設計に関する知識を学ぶ。
・ソフトウェア開発における要件定羨、設計構築、テスト、受入れ支援、保守に関する知識を学ぶ。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定2級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてコンピュータの活用ができる

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第4章ユーザーインターフェース

3

1節ユーザーインタープエース

4

講裟

第5章システム開発技術

渡具知斉

5

1節システム朋発とは

6

2節システム開発のプロセス

7

3節システム要件定襲

内

8

講義時期

4節システム設計

9

科目'、修区分

10

5節ソプトウェア要件定義

6節ソブトウェア設計

Ⅱ

7節ソフトウェア構築

12

13

8節統合・テスト

後斯

9節導入・受入れ支援と保守

14

必修

10節ソフトウェア開発手法

15

章末テストユーザインターフェース・システム開発技術

16

サーティファイ情報処理検定2級1部対策授業

17

サーティプアイ情報処理検定2級2部対策授業

18

19

授業時問数

20

21

22

3

23

24

3

25

3

26

3

27

3

28

3

29

教科書

3

30

合計時間数

3

時間外
少4刃宮

システム開発と情報技術
情報処理検定問題集(2級)、情報処理技術者試験科目A伯模擬試験問題集

3

3

授業時間内で終わらなかった点をC1舶町oomにて質疑応用。

成仙噐価方佐

3

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

3

授業態度10pt、章テスト卯Pt、検定試験得点如Pt、検定対策模擬試験10pt

10

学校基準によ熨段階評価とする

実務経験紹介

5

教員 備考

51

科・学

゛
、ラシ

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達目標

プログラムによってコンピュータ処理の流れを記述できるように、基本的なデータ処理のためのアルゴリズ
ムを学習する。

プログラム設計IB

授業計画

・流れ図の基本パターン、繰り返し処理、整数の計算、探索処理、整列処理を理解できる。
・疑似言語に処理の流れを理解でき、トレースできる。
・ファイル処理、文字,吋剣乍、ビット操作の処理が理解できる。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

第8章整列のプルゴリズム

3

担当者

第9章オブジェクト指向プログラミングの基本ハオーンオブジェクト指向とは

4

5

第10章データ楴造

6

講義・実習

7

長嶺博紀

第Ⅱ章実践アルゴリズム

8

その他の整列方法棟習問題

9

内

10

サーティフプイ情報処理2級2部検定対策

Ⅱ

オプヅ=クトとクラスオーバードーズ継承練習問題

容

12

データ構造の概要配列りスト

講義時期

玲

スタックとキューホ構造練習問題

科目必修区分

基数変換経路選択

14

15

文字列探索順位付け

16

文字列の比較逆ポーランド記法

17

18

後期

19

必修

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

6

27

28

2

教科書

12

29

時間外
学習

合計時問数

30

7

情報処理試験合格へのパスポートアルゴリズムとデータ構造

成績評価
方法

2

復習:勉強した内容をその日のうちに再度復習※30分程度

2

担当詳細

2

出席評価点10pt、検定取得40pt、評価テスト30pt、授業態度20pt

16

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

教員 備考

50



令和 7年度

学科・・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達目標

プ型グラミング言語 IBuava)

JaⅦ言語の基本文法から、オブジニクト指向プログラミングを理解し、実習では練習問題を通して基礎的
なプログラミングスキルを身に着ける。

授業計画

・簡単なソースコードを読むことができる。
・基本的なプログラミングスキルが身につくので、簡易プログラムが作成できる。
・サーティファイ主催Java言語プログラミング能力認定試験2、3級が取得できる。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

第4章クラスとメソッド(前掲おさらい(メソッド、メンバの復習))

3

担当者

第4章クラスとメソッド(オーバー目ード、ジェネリクス)

4

第5章カプセル化(カプセル化、アクセス修飾子)

5

第5章カプセル化(コンストラクタ)

6

講義・実習

第5章カプセル化(パッケージ)

7

赤嶺達也

第6章ウラスの継承(継承、スーパークラスとサプクラス)

8

第6章クラスの継承(オーバーライド、抽象クラスと抽象メソッド)

9

内

第6章クラスの継承(サプクラスからスーパークラス<のアクセス、継承と修飾子)

10

第6章クラスの継承(ポリモフィズム)

Ⅱ

容

第7章クラス応用(インタフェース、定義と継承、クラスの継承とインターフェースの実装)

12

第7章クラス応用(内部クラス、ローカルクラスと無名クラス、ラムダ式)

講義時期

13

科目必修区分

第8章例外クラス(エラーとは、tw-C"ch文、6D011y文)

14

第8章例外クラス(throW文、throwSキーワード)

15

第9章クラスライプラリ(文字列、日付、正規表現、数値操作、列挙型)

16

第10章=レクションフレームワーク(コレクションフレームワーク)

17

第10章ニレクションフレームワーク(USO

18

後期

第10章コレクションフレームワーク(seo

19

必修

第10章コレクションフレームワーク(Mnp)

20

第10章ロレクションフレームワーク(ロンクションとラムダ式、APD

21

第Ⅱ章ファイル操作(ファイル操作の基本、入出力とストリーム、ファイルの読み書き)

22

第Ⅱ章ファイル操作(効率化、文字コード指定、区切り文字ビとの読み込み)

23

授業時問数

第12章マノレチスレッド(マルチスレッド、 T址eodクラス、 Ronnobleインタフェース)

24

検定対策U且Ⅶ言語2級対策、模擬試験の実施、解説)

25

26

27

2

28

2

教科書

29

時問外
゛二凡国司
子.白

合計時間数

30

2

J且Ⅶ実践プログラミング、Javaプログラミング能力認定試験2,3級過去問題集

成績評価
方法

2

授業内容の復習(検定対策時は、合格点に満たさない者は放課後講座を実施)

2

担当詳細

2

授業態度10pt、単元テスト20pt、試験得点(模擬、本試験含む)60pt、検定試験(合格有無)10pt

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

4

3

3

2

教員

4

2

2

備考

2

2

2

2

2

12

58



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

下期の国家試験「情報セキュリティマネジメント試験」合格に向けて試験対策を実施する。
情都セキュリティマネジメント試験対策としては、模擬問題の演習を元に各分野の専門知識・技術を身につ
ける。
また、対策問題だけでなく、セキュリティに関する動画視聴を行い、グループワークによる意識向上を図るとと
もに、セキュリティマネジメント試験に関連知識についても学習する。

到達目標

セキュリティ演習

授業計画

・グループワークを通してセキュリティに関する意識向上および知識定着。
・清報セキュリティマネジメント試験の合格。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専問学校

授業方法

担当者

2

オリエンテーション(授業目的・カリキュラム説明など)

3

講義:1章サイバー攻撃手法

4

宇地原里香、中村粋

講義:2章暗号と認証

講義・実習

5

講義:3章情報セキュリティ管理

6

講義:4章情報セキュリティ対策

7

講義:5章情報セキュリティ製品

8

講義:6章セキュリティ関連法規

9

講義:7章テクノロジ系

10

内

講義:8章マネジメント系

Ⅱ

講義時期

科目必修区分

講義:9章ストラテジ系

容

12

演習:動画視聴およびグループワーク①

13

演習;情報セキュリティマネジメント模擬試験(科目A)①

H

講義:情報セキュリティマネジメント模擬試験解説(科目A)①

15

演習:動画視聴およびグループワーク②

16

後期

演習;情報セキュリティマネジメント模擬試験(科目B)①

17

必修

講巽:情報セキュリティヤネジメント謨擬試験解説(科目田①

18

演習:動画視聴およびグループワーク③

19

演習;清報セキュリティマネジメント模擬試験②

20

講義:情報セキュリティマネジメント模擬試験解説(科目A)②

21

講義:情報セキニリティマネジメント模擬試験解説(科目B)②

22

23

24

援業時間数

25

26

27

4

28

教科書

5

29

時間外
学習

3

合計時間数

30

2

出るとこだけ!情報セキュリティマネジメントテキスト&問題集 2025年版、1PAサイト

成績評価
方法

3

試験学習サイトの使用

2

担当詳細

2

授業態度20pt、課題提出状況40pt、期末テスト如Pt

2

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

2

2

教員

5

2

2

5

備考

3

4

4

55



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)1年次

到達目標

Webサイトを作成tる際に必修スキルであるHTML5・CSS3の基礎的な知識と技術を学習し、簡単なW.
bサイトを作成する。

W.b開発実習 1(HTML)

授業計画

Webのしくみを理解し、HTML5をマークァップすることができる。
また、CSSを用いてHTMLの構造を維持しつつ、webページのデザインやレイアウトを表現することができ
る。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

【webサイト作成の事前準備】

担当者

【HTMLの基木】

4

【CSSの基木】

5

【webサイトの作成】

6

講義・実習

【レスポンシブ対応】

7

與儀和智

【webサイトの集客】

8

【webサイトの公開】

9

内

【webクリエイター能力認定試験スタンダード受験に向けて】

10

【BootstraP5の特徴と導入】

Ⅱ

容

1グリッドシステムを利用したパージレイアウト】

12

講義時期

【コンテンツの書式設定】

婦

科目必修区分

化ootS廿叩を利用したWeb制作】制作課題

H

15

16

17

後期

]8

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

部

2

26

5

27

5

28

教科書

5

29

時間外
学習

5

合計時問数

30

H'rML&CSSの教科書、webクリエイター能力認定試験スタンダード問題集、BO0船廿叩4ファーストガイド

5

成績評価
方法

時問内に完成できなかった課題の実装・提出

5

20

検定合格基準に達していない学生への補講対応

担当詳細

授業態度20pt、課題提出30pt、出席率20pt、検定取得状況30pt

5

学校基準により4段階評価とする

5

実務経験紹介

5

5

教員 備考

72



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

清報スペシャリスト科(4年制)2年次

システム構築技術1(Li脚CIOD

到達目標

サーバ用OSとして広く羽1用されている LinuXを講義と実習を通して理解する。実習環境を通じて、LinuX の
基本構成やコマンドを学習し操作できるようになる。LiNCI01試験の合格を目標とする。

授業計画

1. LinuX 環境のインストーノレができる
2, LinuX ニマンドを理解し操作できる
3. LiNC I01 試験に合格する

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション:学習の進め方、LinuC レベル1について

担当者

3

LjnuXとは、コンビュータの基本

4

環境構築(仮想環境)

5

渡具知斉・大城政邦

1章:Lin醐のインストールと仮想マシン・コンテナの利用

6

講義・実習

2章:ファイルとデ/レクトリの操作と管理

7

3章:GNU と UniX のコマンド

8

4章:りポジトリとパッケージ管理

9

5章:ハードウェア、ディスク、パーティション、ファイルシステム

内

10

試験対策(問題集利用)

Ⅱ

Linuc l01 本試験

12

講義時期

13

科目必修区分

14

巧

16

17

月U期

18

必修

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

27

4

28

2

教科書

29

12

合哥時間数

30

20

時間外
学習

・L伽UX教科書図解でパッとわかる 1"PIC/L愉UC 翔泳社
・最短突破L伽口Cレベル]バージョン10.0合格教本[101試験,102試験対応]技術評論社
・Lm醐教科書 Li則C レベノレ1 スピードマスター問題集 Ve門io"10,0対応翔泳1士

10

成績評価
方法

10

実習環境を用いた復習、オンライン学習 Pjng-t を用いた試験対策

10

担当詳細

29

授業態度30pt、課題提出如Pt、本試験結果30pt

4

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

102

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)2年次

到達目標

プログラミング言語Ⅱ(OCJ-P)
J0Ⅷ言語の基本文法・オプジェクト指向プログラミングψラス・インターフェース)を理解し、
Omcle認定」aⅦSEBronze試験合格に向けて演習を含めた学習を行う。

授業計画

・J剖3言語の基本文法について説明ができる。
・オブジェクト指向プログラミングについて説明ができる。
,Java'言語の上級者の指導のもとで開発作業を行うことができる。

シラノ丈ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

シラバス説明・Java開発環暁の確認

3

担当者

1教科書】第1章 hⅦ言語のプログラムの作成

4

【教科書】第2章データの宣言と使用

5

(教科書】第3章演算子と条件文(分岐文)

6

講義・実習

1教科書】第4章繰り返し文と繰り返し制御文

7

赤嶺達也

【教科書】第5章オブジェクト指向コンセプト

8

【教科書】第6章クラス定義とオブジェクトの生成・使用

9

内

【教科書】第7章継承

10

【教科書】第8章ポリモフィズムとパッケージ

Ⅱ

容

【問題集】第1章 Java言語のプログラムの流れ

12

【問題集】第2章データ宣言と使用

講義時期

13

科目必修区分

【問題集】第3章演算子と分岐文

14

【問題集1第4章ループ文

15

【問題集】第5章オブジェクト指向の概念

16

【間題集】第6章クラス定義とオブジ=クトの使用

17

【問題集】第7章継承とポリモーフィズム

18

月11期

OCJP 模擬試験・解説①Bron記模擬試験

19

必修

OCJP 模擬試験・解説②B円如0模擬試験

20

OcjP 模擬試験・解説③Bronze模擬試験

21

OCJP 模擬試験・解説④氏卯記模擬試験

22

OCJP 本番試験(2025年8月5日火曜日、8月6日水曜日予定)

23

授業時間数

24

25

26

27

3

28

5

教科書

29

5

合計時間数

時間外
学習

30

5

【教科書1オラクル認定資格教科書ⅡⅦプログラマBm詑esE(試験番号IZO一釘8)
1問題集】徹底攻略Ja松SEBr伽Ze問題集[1ZO-818]

2

成績評価
方法

5

オンライン教材(poi肌ラーニング)による自主学習環境を推奨

4

担当詳細

4

授業態度20pt、中間試験20pt、模擬試験4回30pt、本番試験(30PO

2

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

3

3

3

教員

2

3

3

5

4

備考

5

5

5

フフ



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)2年次

到達目標

ウォーターフォーノレ型のシステム開発の流れについて学習tる。
詳細設計~単体テストに重きを置いた開発演習を通して、実際の開発現場で行われている下流工程の進め方を学習する。

開発実習 1(基礎)

授業計画

1.ウォーターフォーノレ型のシステム開発における各工程の目的、工程問の繋がりを理解する。
2. wobアプリケーションの仕組み、機能間の繋がりを理解する。
3.統合開発環境を使0たコーディング、デバッグの方法を理解する。
4.単体テストの目的、手法を理解し、作成した機能の品質を担保できるようになる。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

授業概要と授業実施前の準備

担当者

3

システム開発概要

4

要件定鶚

5

基本設計

6

譜義・演習

W北アプリケーション開発基礎

7

新城寛之

詳細設計

8

詳矧設計演習

9

内

プログラム開発(概要説明、開発環境セットアップ)

10

プログラム開発(Git)

Ⅱ

容

プログラム開発演習

12

講義時期

科目必修区分

単体テスト(概要説明、品質管理)

13

単体テストの手法

14

単体テスト演習

15

後続工程概要

16

17

目1」期

18

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

2

27

3

28

教科書

2

29

時問外
学習

15

合計時問数

30

2

白作プリント、スライド

成績評価
方法

12

授業時間内で終わらなかった実習課題や演習問題の作成を行う

9

担当詳細

授業態度20pt、演習課題の平均得点80pt

6

23

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

2

2

10

実務家

5

株式会社国際システム勤務

備考

93



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)2年次

到達目標

・PHPを用いたWebアプリケーション開発を行いながら、web関連技術の知識を深める。

W此開発実習Ⅱ(PHP)

授業計画

1,PHPの基本を習得し、コードを読み解くことができる。
2,PHP・MysQLを連携した、簡単なWebアプリケーションの作成ができる。

シラノ叉ス

学校畠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション

担当者

①1章、心の準備編

4

①2章、パソコン設定編

5

①3章、プログラミング編

6

講義・実習

①4章、データベース編

7

今頭翔太

②1章、いろいろ準備編

8

②2章、スタッフ管理システムの作成

9

内

②3章、商品管理システムの作成

10

②4章、スタッフ専用ログイン認証ページの作成

Ⅱ

ケ、

②5章、スキノレアップ

12

②6章、ショッピングカート機能の作成

講義時期

13

科目必修区分

②7章、注文機能の作成

14

②8章、Exce1で注文管理

15

②9章、会員機能の作成

16

作品制作

17

月11期

18

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

0.5

26

0,5

27

2

28

教科書

9

29

合計時間数

11

時間外
学習

30

①いきなりはじめるPHP入門
②気づけぱプロ並みPHP改訂版

成績評価
方法

8

・オンライン学習教材(paizaラーニング)

7

担当詳細

4

授業態度:20pt、実習課題:65Pt、作品提出:15Pt

4

実務経験紹介

12

8

3

教員

5

16

備考

91



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習 IA(セキュリティ実習)
プラットフォーム・W血アプリケーションの脆弱性を理解し、ツールを用いて対象の脆"引生を検出できる脆弱性診断士の育成を
目的とする。

授業計画

・プラットフォームの脆弱性とその対策方法を説朋することが出来る
・webアプリケーションの脆弱性とその対策方法を説明することが出来る
・脆弱性診断ツールの基本操作を理解し、雌弱性を検出することが出来る

シラノ叉ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

授業力法

2

ガイダンス、脆弱性ガイドライン説明、各種セキュリティ資格紹介

3

担当者

HTTP/ネットワーク基礎

4

WEBアプリケーション脆弱性説明とXSS実習

5

SQLインジェクション実習

6

講義・演習

CSRF実習

7

大城全揮

その他脆弱性実習

8

洗弱性診断と結果報告

9

内

ここまでの振り返り(第3回から第6回までの実習の霜さらい)

10

Web診断実習(BURPSUITE)

Ⅱ

り、

Web診断実習(OWASPZAP)

12

診断報告書の作成と法令

講義時期

13

科目必修区分

課題提出と評価

H

プラットフォーム診断1

15

プラットフォーム診断2

16

課題提出と評価

17

剛期

18

選択

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

5

26

5

27

5

28

教科書

5

29

時間外
学習

合計時間数

5

30

W此セキュリティ担当者のための脆弱性診断スタートガイド第2版上野宣

成績評価
方法

5

オンデマンド教材(しdemy)

5

担当詳細

5

授業態度 50pt、課題提出 50pt

5

実務経験紹介

学校基準によ典段階評価とする

5

5

5

5

教員

5

5

備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年歌以上

到逹目標

SoratchやC言語でLEGO Mindstorm EV3(レゴロボ)をプログラミングする実習を通し、プログラムの組み
方、センサーを含むハードウェアのプログラミングを理解する。開発環境をLm獣とし、L加UXの操作にも慣
れることとする。

選択実習 IA(レゴロボ実習)

・scratchとC言語でプログラムを書けるようになる
・Li舶Xの基本的なファイル操作ができるようになる
・各種センサーの特徴を理解し、それらを活用したEV3(レゴロボ)を設計通りにプログラミングできるように
なる

・チームでの作業を通じてチームワークを身につける

授業計画

シラノ叉ス

学校鬼:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

環境構築

3

C言語基礎(擬似言語との関連付け)

4

講義・実習

C言語基礎(プログラム作成)

5

大城政邦

EV誹且立て、scr址山基礎

6

EV3プログラミング(scratch)

7

EV3プログラミング(scratch)、センサー活用

8

EV3プログラミング(scratch)、ライントレース

9

内

C言語環境構築、EV3プログラミング(C言ヨ剖

10

EV3プログラミング(C言語)、センサー活用、ライントレース

Ⅱ

講義時期

科目必修区分

EV3プログラミング(C言語)、追加課題

12

部品の点検、振り返り

玲

14

15

16

月1」期

17

選択

18

19

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

5

27

5

28

10

教科書

29

5

合計時間数

30

5

時問外
学習

EV3 Cla訟room プログラミングガイド
ロボットで学ぶC言語プログラミング基礎
独自資料

10

10

成績評価
方法

課題の作成と提出

5

10

担当詳細

授業態度如Pt、課題提出60pt

5

学校基準によ熨段階評価とする

実務経験紹介

5

教員 備考

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情粗スペシャリス岬相午次以上

選択実習 IA(webシステム開発)

・情報スペシャリスト科で学ぶ、HTML・CSS・PHP(WEB開発技林"を連携し、サイト構築の休験をしながら学習を
していく。
・PHPのフンームワーク「Lar且νd」、 CSSのプレームワーク「Bootstrap」を使いながら本格的なWebサイト作成にチャ
レンジする。
・基礎勉強から作品製作までをチームにて行う。

到達目標 寸反1課環境のDockerを利用した開発できるようになる。
・PHPやCSSのフレームワークを利用したWebサイトの作成ができるようになる。
・開発したWebサイトをボー・トフォリオとして提出できるようになる。
・チームでの閉発ができるようになる。

授業割画

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

講巽・演習

オリエンテーション・自己紹介・チーム決め・授業の進め方

3

今頭翔太

HTML・CSS基礎※BootstraPも使用

4

PHP,MysQL基礎 dockerを利用した開発

5

PHPフレームワーク「LaraveLの基礎

6

作品製作・ポートプオリオの作成

7

8

9

講轆時期

10

内

Ⅱ

目」」期

謡

13

14

15

月1」期

16

選択

17

18

教科書

24

25

合計時間数

26

時間外
学習

・オンデマンド動画教材「udemy」

・オリジナル資料

成績評価
方法

・授業内では使用しない「udemy」教材

授業時間数

担当詳細

出席率:15Pt・授業態度:15Pt、課題提出:30pt、作品提出:40pt

実務経験紹介

3

5

14

13

教員

40

備考

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習 IA化ユーマンスキノレ)

ゲームやグループディスカッションを通し、社会人として必要なスキル(コミュニケーション能力、新アイデア
創出)強化を図る。

・ノレール内での創意工夫、斬新な発想を生み出すことができる
・グループで活動しコミュニケーション能力を最大限に発揮できる
・自身の持つアイデア、考えを他者へわかりや司、く伝えることができる

授業計画

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

グノレープディスカッション

3

グノレープディスカッションワーク

4

ディベート

5

講義・実技

コミュニケーションカ強化

6

長韻博紀

社会人としての基礎知識(政治・経済など)

7

リーダー育成

8

プレゼンカ強化

9

グループディスカッション(最終)

10

内

Ⅱ

容

12

講義時期

科目必修区分

13

N

15

16

17

目1」期

18

選択

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

7

18

教科書

4

時間外
学習

9

合計時間数

5

無し

成績評価
方法

Ⅱ

授業内の各種事例を深く掘り下ける。伺様事例を独自に情報収集する

6

担当詳細

15

出席率15Pt、授業態度15Pt、科目終了後の授業レポート30pt、プレゼン評価如Pt

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

教員 備考

75



令和 7年度

学科・・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2午歌以上

選択実習 IA(サーパ環境携築(吏践))

情報スペシャリスト科で学ぷ科目をサーバ構築および運用を通して体系的実践から習得tる。社会で利用され
ているサーバ(さくらインターネットも」くはAWSEC2)にプロントエンドからバック=ンドで活用さているサービス
を導入し、サーバ構築の基礎を学ぶ。オープンソースとして実績の高いサービスの知識・技術の活用方法と構
築技術を体得。また、榔築手順、エラー対応、パージョンなど詳細確詔、、レポート搗出により問題解決スキルの
成長を促し、相互レぜユーで自らの強み発見および改善を促す。

到選目標 ・LinuxosW印サーバ構築手順書通り、洲築できる
・LinⅡXサーバ(さくらインターネットνPSもしくはAWSEC2)を操作できる
・仮想マシンV伽UalBOXのインストーノレ、設定ができる
・LinuxoSのインストール、設定ができる

・webサービスApacheのインストールができる
・データベースMysQLのインストーノレ、設定ができる
・プログラミング言語PHPのインストール、設定ができる
・CMs wordpresSのインストーノレ、設定ができる

・Apache(webサーバ)、 MysQL(データベースサーバ)、 PHP(プログラミング言語)、 wordne訟(CMS)サービ
ス間の迎携、管理、運用ができる
・W此サーバ構築の基礎的なネットワーク、セキュリティの設定、変更ができる
・chⅢGPTを活用したレポーティング、プレゼンテーションができる

シラノ{ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

授業計画

講義・演習

山川こゆき

講義

講幾時蛎

科目彪、修区分

2

オリニンテーション・環境設定:自己紹介、授業の進め方、サーバ概要

3

仮想マシンとは:仮想化環境概要、仮想マシンのインストール・作成・設定

4

L珀UXとは:OS概要、 OSのインストール・作成・設定・ネットワーク接続・ログイン

5

調査1:ディストリビューションの検証・比較・選定

6

フロントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成(指定OS編)

7

前期

フロントエンド榊築:椛築手順実演、個人演習、于順書作成(選定OS編)

8

選択

調査2:サーバ、ネットワーク、各種サービス、セキュリティ、関連情報

9

内

バックエンド構築:構築手1恒実演、個人演習、本番環境設定

10

ソーシャル・マーケティングどネ:企業のCSRとマーケティングの概要

容

Ⅱ

本番環境槻築1:企画、要件定義

12

本番環境榔築2:基本設計

13

本番環境榊築3:詳細設計・プログラミング

14

本番環境構築4:結合テスト・システムテスト・運用テスト

15

発表1:プレゼンテーション

16

発表2;プレゼンテーション

17

W

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

5

27

5

28

教科書

5

29

5

合計時間数

30

5

オリジナル資料

時問外
学習

5

5

さくらインターネット・サイト「さくらのナレッジ:さくらのVPS講座」(参考資米D

成按評価
方法

5

アマゾン・ウェプ・サービスEC2ラボ

5

担当詳細

5

レポート 30pt、スピーチ 30pt、棚末プレゼンテーション 20pt、成果物 20m

5

実務経験紹介

5

5

5

教員

5

備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリス呼北年次以上

到達目標

選択実習 IA(チャレンジコース)

学生個々で目標を設定し、独学(動画学習等含む)で目標を逮成する

授業計画

・各自で設定した目標を達成するための手段やスケジューリングを行うことができる
・問題が起こった時の対処法、りスケジューリングができるようになる

シラノ叉ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

オリニ亡ンテーション

3

担当者

4

目標の設定および進捗方法の確認

目標を進める

5

進捗率の確認

6

7

8

実習

赤羽利夫

9

10

内

Ⅱ

12

13

講義時期

14

科月必修区分

15

16

17

教科書

18

19

時間外

学習

月1」期

合計時間数

20

選択

成績評価
方法

各自目標を進める

担当詳細

授業態度60pt、課題逹成率如Pt

授業時間数

実務経験紹介

教員

74

備考

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)2年次

データベース入門 1(OSS-DB)

・postgresQLを使って、りレーショナノレデータベース(RDBMS)の運用管理やRDBMSのデータを定義したり、
操作するための標準言語であるSQLの書き方を学ぶ。
・基本的な運用管理コマンドやバックアップ方法、データ操作文やデータ定義文、トランザクション管理の命
令を実習を通じて、実践的な学習を行う。

到達目標

授業計画

1. post8resQLのコマンドとSQLを使えるようになる
2. OSS-DB si1νer の問題が解けるようになる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

オリコニンテーション

3

データベースの環境構築

4

SQLによるデータベースの操作『基礎編』

5

講義・実習

SQLによるデータベースの操作『応用編』

6

今頭翔太

データ写旦

7

データベース定義の応用

8

1章・オープンソースデータベースの一般的特徴

9

2章・データベースの基礎知識

10

内

3章・インストーノレ

Ⅱ

4章・標準付属ツール

奔

12

講義時期

科目必修区分

5章・設定ファイノレ

13

6章・バックァップとりストア

14

7章・基本的な運用管理

15

8章・SQLとオブジェクト

16

9章・組込関数と演算子

17

後期

10章・トランサクション

18

必修

試験対策

19

本試験

20

21

22

23

24

授業時問数

25

26

27

2

28

教科書

3

29

時間外
学習

6

合計時間数

30

・オープンソースデータベース標準教科書・OSS教科書OSS-DB siNer・web問題集Pin8-t

成績評価
方法

オンライン教材(P幻Zaラーニング)による自主学習環境を提供

Web問題集Pi沌一tを用いた試験対策

担当詳細

3

授業態度15Pt、実習課題如Pt、確認テスト15Pt、本試験:30pt

3

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

5

6

6

教員

4

9

3

3

22

備考

4

83



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情邦スペシャリスト科(4年制)2年次

到達目標

SPH弛Frameworkを禾リ用したW此アプリケーション開発を学習する

授業計画

開発実習Ⅱ(応用)

1.SNmgを利用して簡単なWebアプリケーション作成できるようになる。
2.sprmgで採用されている概念を理解する。

シラノ、ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

W此システム榊成とSPH帖開発環境

3

担当者

開発環境構築

(stepoo) webアプリケーションを開発寸るべースとなるSP"D三h'ameworkを使って、
空0ぽのアプリケーションを動かす。

4
台tep01)webりクエストを受け敗り、 webレスポンスを返司ーアプリケーションを動か
t。 MVCのContr011erを導入tる。(web API、 R郎t)

講義・実習

5

山下修

(step02) MVCのVieWを導入する。

6

内

(step03) MVCのMode1を導入する。

7

り'マ

(step04)webページからタスクを入力し、りストに追加できるようにす、る。(入カデー
タの受け取り方)

8

誰姜時期

科目'、修区分

■tep05)WRbページからタスクを修正(更新)できるようにする。

9

10

(step06)W此ページからタスクを削除できるようにする。

Ⅱ

(step0力例外ハンドラを導入司一る。(エラーページ)

後期

選択

12

仏tep08)JDBCテンプレートを導入する。(データベース準備)

(step09) R叩Osit0四をメモリ版からPostgresQL版へ変更する。(データベースを
使ったタスク管理)

玲

H

(計即1の表示をりツチにtるためにCSSを適用tる。

15

授業時閻数

16

17

6

玲

8

19

8

20

21

8

22

23

8

24

25

6

26

27

6

教科書

28

29

時間外
学習

6

合計時問数

30

Spr1沌Boot3プログラミング入門(秀和システム)、テスト(独自)、サンプルプログラムと手順書(独自)

成績評価
方法

6

時間中に動かすことができなか0たプログラムを動か寸ところまで作成する

担当詳細

時問中に理解しきれなか0たことをネットで調べて理解する

6

授業出席5Pt、参加状況25Pt、課題提出30pt、テスト結果40pt

実務経験紹介

6

学校基準により4段階評価する

6

教員

6

備考

86



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4午制)2年炊

到達目標

IPアドレッシングやイーサネットの基礎を含む、インターネットや最新のコンピューターネットワークを介してユー
ザー、デバイス、アプリケーション、データを接続するためのアーキテクチャ、モデノレ、プロトコノレ、ネットワークを学

る

ネットワーク入問 1(1TN)

授業計画

・ノレーティング、スイッチング、アプリケーションプロトコノレについての説明が出来る。
リレーターの基本設定が出来る。
・スイッチの基本設定が出来る。

シラノ弌ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

モジュール1:今日のネットワーク

3

担当者

モジュール2:基本的なスイッチとエンドデバイスの設定

4

モジューノレ3:プロトロノレとモデル

5

モジューノレ4:物理層

6

講羨・実習

モジューノレ5:言己数法

7

大城全揮

モジニーノレ6:データリンク層

8

モジューノレフ:イーサネットスイッチング

9

内

モジュール8:ネットワーク層

10

モジュール9:アドレス解決

Ⅱ

モジュール10:基本的なルータの設定

12

モジューノレ11:1PV4アドレッシング

講義時期

13

科目必修区分

モジューノレ12:1Pν6アドレッシング

14

モジューノレ13:1CMP

15

モジューノレ14:トランスポート層

16

モジューノレ15:アプリケーション層

17

モジューノレ16:ネットワークセキュリティの基礎

18

後期

モジュール17:小規模ネットワークの構築

19

必修

期末試験

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

4

4

27

4

28

教科書

4

29

時間外
学習

合計時問数

4

30

Webテキスト(ci.coacademy 提供)

成績評価
方法

4

パケットトレーサー(実習環境)を使用したラボ実習

4

担当詳細

4

章末試験20pt、期末試験(筆記)40pt、期末試験(実技)40pt

4

実務経験紹介

学校基準によ姻段階評価とする

6

6

5

5

教員

5

5

6

6

備考

5

85
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令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概婁

情報スペシャリスト科臼年制ル年淡

到津目探

動画教材ω山ⅢY)を利用Lてオンデマンド形式の授業を体験。
フレームワークを利用した簡単女W此ププリ根築の実習を行う。

、、'Eh開発実習Ⅲ US&[とroY01)

授業計画

1、ブレームワークを使0たブログラミングが書ける上う1こなる
2. WEbアプリケーション制作を通Lて卜ⅣCモデルを理解ナる

シラノξス

¥校名:国蝶電子ビジネス専門学枚

授業方扶

導入【授業の進め方、1干価方注}、ud゛myブカウント登緑、プヅウマーウ、環境確認と
主.要ツールのインストール作鎚

担当岩

【.地Ve1入門ι動画時間:19分)
131:Lat小・是1のインストール

1詑.L"皿如】の初期股定
100:U、皿ν01キ气,ツシ斗のクリア方法
134:LINV01デークベー・ス設定
105:[山アU、0】ライ・ーグベース按枕確詔
106:山Tuve1の概要
137:LIT口、・e1ル、ートビュー

玲ε:[.TO、el Arti"nコYント

槻顎1【L■!酬01のオンストールを行い、画面に「H0110 !!を妥矛)

赤嶺違也・喜友毫航

講詫・実習

容

上"川や1入阿(動画時間:23分)
139:1.ルν01モリ、ル

HO:LmⅡYE1マイグレーション

H 】:1」,rヨνel t1ΠkQr

H2;LⅡ1Ⅲモ1コントローラ

H3.144:U皿WI"VCモデルの記述方洗
H5:ヘルパ閉数
H6;=レクション型
肌顎2(動画;1+1の渇習を吏施)

講鶴時朔

3

科目立.修区分

後期

Urm,0】フ、門【動画菩間169分)
H7.クエリビルグ
14B:プアサート

H9:趣軸処理D1とりービスコンテ,

150:プレード住10de】
151:フロントエント

152,】53・迫加動画
154:Larove卜Ⅱ!と認証

155,156・迫加動画
1雫甑3【動画・1肘のを実施

必修

4

畏業時間牡

5

1.r'"1簡易W゛bアプリ〔CRUD/REST丘1}【動画時間:19分)
157:概要τ・デル・ψイグレーション
158:ψイグレーション・追加と口ールパッタ
】59:Re5tF"1な=ントローラー

施'阜1遷配【

2

6

L,如νE1簡易、VO、アプリ(CRしD/REST乳11】(動画時間:26分)
】60:ルーティング〔グループ・1忍証】
】61,162;動画視醇
課穎5【演習実施後、提出)

4

LUル、で1簡易、YO、アプリ(CRUD/RES丁ル"(動画ヨ寺間:6分】
163:C「牝t0新規登綜
眼題6〔

8

[.NV01簡晶、Yohアプリ【CRUD/RESTalD (動画時間:8分】
164:sto!0とR四Uost保存の前に
課題7(演習実施径、提出)

9

Lorave1簡晶、YO、アプリ【CRUD/RESThlD 〔動画時間:4分)
165:SI0ル保存
誤顧8f演習奥施後、提出)

゛

10

[.T8Ve1簡晶、YO、アプリ【CRUD/RESTfulX動画時間:11分)
166.DBに俣存されているデータの取椙
課甑9ι演習実施後、提出)

Ⅱ
L.「肌モ1怖易、YEbアプリ(CRUD魚齢T向1)【動画時間:10分)
167:血OW妄示画面
槻顧1Ⅲ宅施後櫑】

詑

L8r臥,e1商易、Yobプブリ(CRUD/REST札1"(勤画ヨ寺聞:8分)
168:e●τ編拠画面
課題Ⅱ{浪習実施径、捍出】

玲

を

上"r"V01簡易、、'.bプブリ(CRUD/REST乳1リ(動百"問:3分〕
169:upd"t0更新画面
設鯛12【清習実施後、捍出】

H

上"ルV01簡易、Yebププリ〔CRLrD/REST丑11}【動圃時問:6分)
170佃枇廿oy削除機能
課題13【演習実施後、提出)

15

3

U党Y.1簡易Wobアプリ〔CRto/RESTfⅢΠ動画時間:6分〕
リ1ιサービスへの切り雛L(プフット=ントローラー防止)
股闘14【演習実施後,掃出)

16

[0地νE1簡易、、,0、アプリ〔CRUD/RES丁ル1〕{動画時間:11分}

172:パリラごーション〔フォームリクエスト)
課甑15ι油実施後、提出〕

1

17
L',m¥.1惰易、vebフ'プリ(CRUD/REST611)(動画時間:8分】
173:ダミーテ'ーク〔シーグー)
課題16【淀習専柱1妾、提出)

W
L,,T'VU1簡易、VEbアプリ【CRUD爪EST佃)〔動画時間:11分)
174;グミーデーウ【F■CI0け&FⅡkET)
詳題17【演習実施後、操出)

円

2

L町νe1簡易W血アプリ【CRUD爪郡丁則X動画時間:8分)
175:ノこージネーション
腔冊18【演習爽施後、掃出)

立0

2

Urave1筋易、Yebプブリ(CRUD爪EST向1〕(勳画ヨ寺間:11分)
1761換衆ツォーム
誤皇醐9f演習キ施後、捍出}

幻

2

ププリケーシコン作威1
P'Z゛の山口W1入門を挽聴Lながら、ブブリケーシ勺ン作成
演習輿施後、捍出

教科書

畔間外
¥習

22

2

合1+時間数

アプリケーション作成2

P劃i割の山r肌,モ1入門を視弛Lながら、アプリケーション作成
拙習輿施後、提出

動画數材U

成績評価
方注

オンライン学習敦材炉"i卸ラーニング)

2

担当詳和

e鳴,「pHPからU開Ve1までサーパーサイkをとことノUや0てみとう」

授業熊座20pt、実習課題操出点【提出朔隈内以含む〕ε0血

2

学校甚準により4段曙群価とナる

実務

?

験招介

教員

を

?

2

侃考

2

12

10

印

内



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習 IB(セキュリティ実習)
プラットフォーム・webアプリケーションの脆弱注を理解し、ツールを用いて対象の脆弱性を検出できる脆弱性診断士の育成を
目的と司、る。

授業計画

・プラットプオームの脆弱性とその対策方法を説明することが出来る
・W此アプリケーションの脆弱性とその対策方法を説明寸ることが出来る
・脆弱注診断ツールの基本操作を理解し、脆弱性を検出寸ることが出来る

シラノくス

学校右:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

ガイダンス、脆弱性ガイドライン説明、各糧セキュリティ資格紹介

3

担当者

HTTP/ネットワーク基礎

4

WEBアプリケーション脆弱性説明とXSS実習

5

SQLインジェクション実習

6

講義・演習

C訳F実習

7

大城全揮

その他脆弱性実習

8

脆弱性診断と結果報告

9

内

ここまでの振り返り(第3回から第6回までの実習のおさらい)

10

W此診断実習山URPSⅢT助

11

ク'q

Web診断実習(OWASPZAP)

12

診断報告書の作成と法令

講義時期

玲

科月必修区分

課題提出と評価

14

プラットフォーム診断1

15

プラットフォーム診断2

16

課題提出と評価

17

18

後期

19

選択

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

5

27

5

28

5

教科書

29

5

時間外
学習

合計時間数

30

5

W此セキュリティ担当者のための脆弱性診断スタートガイド第2版上野宣

成績評価
方法

5

オンデマンド教材(udemy)

5

担当詳細

5

授業態度 50pt、課題提出 50pt

5

実務経験紹介

学校基準によ典段階評価とする

5

5

5

5

教員

5

5

備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業利目

授業概要

清報スペシャリスト科2年汰以上

到逹目標

ScratchやC言語でLEGO Mindstorm EV3(レゴロボ)をプログラミングする実習を通し、プログラムの組み
方、センサーを含むハードウェアのプログラミングを理解する。開発環境を上inuXとし、L加UXの操作にも慣
れることとする。

選択実習 IB(レゴロボ実習)

・scratchとC言語でプログラムを書けるようになる
・un醐の基本的なファイル操作ができるようになる
・各種センサーの特徴を理解し、それらを活用したEV3(レゴロボ)を設計通りにプコグラミングできるように
なる
・チームでの作業を通じてチームワークを身につける

授業計画

シラノ、ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

環境構築

3

C言語基礎(擬似言語との関連付け)

4

講義・実習

C言語基礎(プログラム作成)

5

大城政邦

EV誹且立て、scratch基礎

6

EV3プログラミング(scratch)

7

EV3プログラミング(scratch)、センサー活用

8

EV3プログラミング(scratch)、ライントレース

9

内

C言語環境楴築、EV3プログラミング(C言語)

10

EV3プログラミング(C言ヨ副、センサー活用、ライントレース

Ⅱ

講義時期

科目必修区分

EV3プログラミング(C言語)、追加課題

12

部品の点検、振り返り

13

14

15

16

後期

17

選択

18

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

5

27

5

10

28

教科書

29

5

合計時問数

30

5

時問外
学習

EV3 Classroom プログラミングガイド

ロボットで学ぶC言語プログラミング基礎
独自資料

10

10

成績評価
方法

課題の作成と提出

5

10

担当詳細

5

授業態度卯Pt、課題提出印Pt

5

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

教員 備考

75

容



令和 7

学科・学年

授業科目

授業概要

年度

情報スペシャリス岼牝年歌以上

・情報スペシャリスト科で学ぶ、HTML・CSS・PHP(WEB開発技術)を連携し、サイト構築の体験をしながら学習をし
ていく。
・PHPのフレームワーク「L町avel」、 CSSのフレームワーク「BootSけ且P」を使いながら本格的なWebサイト作成にチャレ
ンジする。
・基礎勉強から作品製作までをチームにて行う。

選択実習ⅡB(W北開発)

到達目標 ・仮想環境のDockerを利用した開発できるようになる。
・PHPやCSSのフレームワークを利用したWebサイトの作成ができるようになる。
・開発したW此サイトをポートフォリオとして提出できるようになる。
・チームでの開発ができるようになる。

授業計画

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

講義・演習

オリエンテーション・冑己紹介・チーム決め・授業の進め方

3

今頭翔太

HTML・CSS基礎※BootstraPも使用

4

PHP,MysQL基礎 dockerを利用した開発

5

PHPフレームワーク「L討aveUの基礎

6

作品製作・ポートフォリオの作成

7

8

9

講錢時期

10

内

Ⅱ

後描

12

右、

13

H

15

後期

16

選択

17

玲

円

20

21

22

23

24

25

授業時間数

26

27

教科書

3

28

29

5

合計時間数

14

30

時問外
学習

・オンデマンド動画教材「udemy」

13

・オリジナル資料

40

成韻評価
方法

・授業内では使用しない「udem刈教材

担当詳細

出席率:15Pt・授業態度:15Pt、課題提出:30pt、作品提出:40pt

教員 備考

75

ス
゛
、ノラノ



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年炊以上

到達目標

選択実習 IB(ヒューマンスキノレ)

ゲームやグループディスカッションを通し、社会人として必要なスキル(=ミュニケーション能力、新アイデア
創出)強化を図る。

・ノレール内での創意丁夫、斬新な発想を生み出すことができる
・グノレープで活動しコミュニケーション能力を最大限に発揮できる
噛身の持つアイデア、考えを他者へわかりやすく伝えることができる

授業計画

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

グノレープディスカッション

3

グノレープディスカッションワーク

4

ディベート

5

コミュニケーションカ強化

6

講義

長嶺博紀

社会人としての基礎知識(政治・経済など)

7

リーダー育成

8

プレゼンカ強化

9

グループディスカッション(最終)

10

内

Ⅱ

容

12

講義時期

科目必修区分

13

14

15

16

17

後期

18

選択

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

7

27

18

28

教科書

4

29

時問外
学習

9

合計時問数

30

5

無L

成績評価
方法

Ⅱ

授業内の各種事例を深く掘り下げる。同様事例を独自に清報収集する

6

担当詳細

15

出席率15Pt、授業態度15Pt、科目終了後の授業レポート30pt、プレゼン評価如Pt

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシーリスト科2年徐以上

選択実習 IB(サーバ環境擶築(実践))

情報スペシヘ,りスト科で学ぶ科目をサーバ榔築および運用を通Lて体系酌実践から習得寸る。社会で利用され
ているサーバ(さくらインターネットもしくはAWSEC2)にフロントエンドからバックエンドで活用さているサービス
を導入し、サーバ榊築の基礎を学ぶ。オープンソースとして実績の高いサービスの知識・技術の活用方法と構
築技術を体将。また、榊築手順、エラー対応、バージョンなど詳細硫認、レポート提出により問題解決スキルの
成長を促し、相互レビューで自らの強み発見北よび改善を促す。

到達目標 ・LmulosW此サーノ井倖築手順書通り、栂築できる
・LmuXサーバ(さくらインターネットVPSもしくはAWSEC2)を操作できる
・仮煤ヤシンνi式山旧OXのインストール、設定ができる
・LmuxoSのオンストーノレ、設定ができる

・webサービスAP8Cheのインストーノレができる
・データベースMysQLのインストール、設定ができる
・プログラミング言語PHPのインストール、設寔ができる
・CMS WOTdpre55のインストール、設定ができる

・Apache(webサーノリ、 MysQL(データベースサーバ)、 PHP(プログラミング言語)、 word片部'CMS)サービ
ス問の連携、管理、運用ができる
・webサーバ構築の基礎的なネットワーク、セキュリティの設定、変更ができる
・ch肌GPTを活用したレポーティング、プレゼンテーションができる

シラノ、ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

授業計画

講襲・演習

山川こゆき

講義

講鞭時期

科目必修区分

2

オリエンテーション・環境設定:自己招介、授業の進め方、サーバ概要

3

仮想マシンとは:仮想化環境概要、仮想マシンのインストール・作成・設定

4

ⅡnuXとは:OS概要、OSのインストール・作成・設定・ネットワーク接続・ログイン

5

調査1:ディストリビニーションの強証・比較・選定

6

フロントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成(指定OS編)

7

後期

フ立ントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成(選定OS編)

8

選択

調査2:サーバ、ネットワーク、各菰サービス、セキュリティ、関連情報

9

内

バックエンド柵築:構築予順実演、個人演習、本番環境設定

川

ソーシャノレ・マーケティングとは:企業のCSRとマーケティングの概要

町'マ

Ⅱ

本番環境榊築1:企画、要件定義

12

本番環境柵築2:基本設計

13

本番環境拙築3:詳細設計・プログラミング

14

本番環境槻築4:結合テスト・システムテスト運用テスト

15

発表1:プレゼンテーション

16

発表2:プレゼンテーション

17

18

19

20

幻

22

23

授業時問数

24

25

26

5

27

5

28

教科書

5

29

5

合計時間数

30

5

オリジ,りレ資料

時問外
学習

5

5

さくらインターネット・サイト「さくらのナレッジ:さくらのVPS講座」(参考資料)

成績評価
方法

5

アマゾン・ウェブ・サービスEC2ラボ

5

担当詳細

5

レポート 30pt、スピーチ 30pt、期末プレゼンテーション 20pt、成果物 20pt

5

実務樫験紹介

5

5

5

教員

5

備考

75



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリス階北年次以上

到達目標

選択実習 1以チャレンジコース)

学生個々で目標を設定し、独学(動画学習等含む)で目標を達成する

授業計画

・各自で設定した目標を達成するための手段やスケジューリングを行うことができる
・問題が起こった時の対処法、りスケジューリングができるようになる

シラノ叉ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション

3

担当者

目標の設定給よび進捗方法の確認

4

目標を進める

5

進捗率の確認

6

7

実習

赤羽利夫

8

9

内

10

11

12

講義時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

18

後期

19

選択

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

27

74

28

教科書

29

時間外
学習

合計時間数

30

成績評価
方法

各自目標を進める

担当詳細

授業態度60pt、課題達成率卯Pt

実務経験紹介

教員 備考

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年次

セキュリティ入門 1(security-)

CompTIAsecuriw+認定資格のカリキュラムを通じ、情報セキュリティの脅威や攻撃、脆弱性の内容だけでな
く、セキュリティアーキテクチャや設計・実装、運用やインシデントレスポンスまで学んでいく。授業は、udemy
の" compTIA security-SYO-70I FU11Training Guide"の内容を、教員による各セクションの概要説明や小テ
スト・練習問題で学修していく。

到達目標

授業計画

1.「情報セキュリティ」の概念についての説明ができる。
2. comTIA securjy+の試験に合挌する。

シラノ{ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

シラバス説明(授業目的・年間スケジューノレ・取得目標検定説明)

3

パート1一基本的なセキュリティ概念

4

パート2一脅威アクターと脅威べクトル

5

福士とよみ・喜友瑠航

講義・演習

ノξート3-n音号ソリューション

6

パート4-1Dとアクセス管理の実装

7

パート5一安全な企業ネットワークァーキテクチャ

8

パート6一安全なクラウドネットワークァーキテクチャ

9

パートフ一回復力とサイトセキュリティの概念

10

内

パート8一脆弱性管理について

Ⅱ

振り返り(パーH~8)

容

12

講義時期

科目必修区分

中間試験 6月上旬

13

パート9ーネットワークセキュリティ機能の評価

14

パート10ーエンドポイントのセキュリティ機能の評価

15

パートⅡーアプリケーションのセキュリティ機能の強化

16

パート12ーインシデント対応とモニタリングの概念

17

通年

パート13一悪意のある活動の指標を分析する

玲

必修

パート Hーセキュリティガバナンスの概念

19

パート15ーリスク管理について

20

パート16ーデータ保護とコンプライアンスの概念

21

振り返り(パート9~16)

22

期末試験 8月中旬

23

セクション 18 演習テスト四0問/90分)

24

授業時閲数

本試験対策、試験受験(10月)

25

予備

26

27

3

28

教科書

4

29

時問外
学習

5

合計時間数

30

5

なし(udemyのスタディガイドと教員のオリジナル解説資料を利用tる)

成績評価
方法

5

授業時問内で終わらなか0た小テスト問題や;来習問題・中問試験、期末試験に向けた勉強

5

資格試験受験に向けた勉強

担当詳細

5

前期(授業態度20pt、課題提出20pt、中問試験 30pt、期末試験30pt)

6

後期(授業態度20P[、模擬試験20ptX2回分、本番試験40PO

実務経験紹介

3

教員

4

3

5

5

5

備考

5

5

10

26

2

学校基準によ叫段階評価とする

116



令和 7年度

学科・学牟

授業科・目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年次

システム構築技術Ⅱ(Linucl02)

到達冒標

システム構築において、オンプレミス環境だけでなく、クラウド環境やオープンテクノロジーのLi如χ技術者と
してLi加Xサーバ構築・運用・管理、クラウドの安全な運用、オープンソース文化の理解と業務への活用を
目指し、実践的スキルを習得する。

・シェノレ環境のカスタマイズ、シェノレスクリプトの活用ができる。
・ネットワークの基本設定、構成、問題解決、クライアント側のDNS設定ができる。
・アカウント管理、ジョブスケジューリング、国際化対応プログラム活用ができる。
・システム時刻管理、システムログ管理、メール配送の基本設定ができる。
・セキュリティ基本操作、ホストのセキュリティ設定、暗号化技術、クラウドセキュリティの基本設定ができる。
・オープンソースウェアの概念とライセンスを説明できる。

・LP卜J"円心忍定上i脚Cレベノレ1-102試験を受験(取得)する。

シラノ丈ス

学校名;国際電子ビジネス専門学校

授業計画

授業力法

担当者

2

講義・演習

オリ=ンテーション:LmuCレベノレ1-102の試験概要

山川こゆき

3

序章:環境再設定、LinuCレベル1-101の復習(振り返の

4

第6章:シェルとシェルスクリプト(講義と実践)

5

Web演習問題「P1昭一t」・問題演習「スビードマスター」実施と解説:第6章

6

第7章:ネットワークの基礎(講義と実践)

7

W此演習問題「pmg-t」・問題演習「スぜードマスター」実施と解説:第7章

8

講義時期

第8章:システム管理(講義と実践)

科目必修区分

9

Web演習問題炉mg-tj・問題演習「スピードマスター」実施と解説:第8章

10

内

第9章:システムサービス(講義と実践)

Ⅱ

Web演習問題「PMg-U・問題演習「スピードマスター」実施と解説:第9章

容

12

第10章:セキュリティ(講義と実践)

13

W此演習問題「pmg-U・問題演習「スピードマスター」実施と解説:第10章

前期

N

第Ⅱ章:オープンソース文化(講義と実践)

必修

15

Web演習問題「pi鴫一U・問題演習「スピードマスター」実施と解説:第11章

16

模擬試験:第1回~第3回実施と解説

17

本試験;実施

18

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

2

27

4

28

10

教科書

29

4

合計時問数

30

10

時間外
学習

L1則Cレベノレ1バージョン10.0 合格教本[101試験、102試験対応]改訂新版(技件藷平論社)

4

LinuX教科書「図解でパッとわかる LPIC/U則C」一部(翔泳社)

10

LinuCレベノレ1スピードマスター問題集[101試験、102試験]ver.10.0対応(翔泳社)

成績評価
方法

4

IT試験学習サイト「pj鴫一t」(webサイト)

8

担当詳細

【任意】「Li加C レベル1101+102試験対策講座」(udemy:オンデマンド)

4

単元課題 40pt、授業態度 20pt、模擬試験20pt、本試験 20pt

8

実務経験紹介

6

4

2

教員

9

2

備考

91



令和 7年度

学科・学年

授業科冒

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年炊

到達目標

中小企業のネットワークをサポートするスイッチングテクノロジーとルーターの操作ワイヤレスローカルエリ
アネットワーク(WLAN)とセキュリティの概念について学習する。

ネットワーク入門Ⅱ(SRW助

授業計画

・デバイスUレータ、スイッチ)の基本的な設定ができる。
・スイッチのセキュリティ設定ができる。
・LANとWANの違いが説明できる。

シラノ叉ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

モジュール1:基本的なデバイスの設定

3

担当者

モジュール2:スイッチングの概念

4

モジューノレ3:V[AN

5

モジューノレ4:VLへN間ルーティング

6

講義・演習

モジューノレ5:STPの概念

7

大城全揮

モジューノレ6:Etherchannel

8

モジュ」ーノレフ:DHCPV4

9

内

モジューノレ8:SLAACおよびDHCPV6

10

モジューノレ9:FHRPの概念

Ⅱ

モジューノレ10:LANセキュリティの概念

12

モジューノレ11:スイッチのセキュリティ設定

講義時期

13

科目必修区分

モジューノレ12:WLANの概念

14

モジューノレ13:WLANの設定

15

モジニーノレ14:ノレーティングの概念

16

モジューノレ15:1Pスタティックノレーティング

17

モジューノレ16:スタティックノレーティングとデフォノレトノレートのトラブノレシューティング

18

月1」期

期末試験(筆記・実技)

19

'、修

20

21

22

部

授業時間数

24

25

26

5

27

3

28

4

教科書

29

6

時間外
学習

合計時間数

30

5

Webテキスト(C玲Coacademy 提供)

成績評価
方法

6

パケットトレーサー(実習環境)を使用したラボ実習

6

担当詳細

6

章末試験20pt、期末試験(筆記)30pt、期末試験(実技)50pt

5

学校基準によ叫段階評価とする

実務経験紹介

5

6

5

6

教員

5

6

6

6

備考

91

容



令和 7年度

学科・学年

授業利・目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年次

到達目標

SPルnkによる様々なデータの取り込み、簡単なデータ検索とグラフによる可視化など基本操作を学習す
る。

ログ分析実習 I A(SP1如k)

授業計画

・splunkの環境構築ができる。
・SP1山kの基本操作(データ取り込み、検索、可視化)ができる。
・splunkに対して拡張機能を導入し利用することができる。

シラノ§ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

ガイダンス、シラバス・コマ配分説朋、splunk紹介

3

担当者

実習環境構築/user登録

4

BASICハンズオン1 データ登録、サーチ基礎(splunk社資料利用)

5

BASICハンズオン2

6

喜友名航・中村響

講義・実習

BASICハンズ司、ン3

7

SSHハンズオン/SPLの基本

8

Search Tutoria11(splunk社資料和」用)

9

内

Search TutoHa12 (SPI゛nk社資料禾1」用)

10

Se釘Ch Tutoria13 (SP1帥k社資料禾11用)

11

環境再構築(ライセンス更新/MBSD実習環境事前糒築/e-Le卸mg)

12

MBSD社授業前環境事前構築/e-L肌m血g

13

講義時期

科目必修区分

MBSD社授業

14

環境再構築/前期授業振り返り佃ASICハンズオン)

15

前期授業振り返り(SSHハンズオン)

16

前期授業振り返り(serch Tutoria1 ハンズオン)

17

前期授業振り返り(MBSD授業ハンズオン)

18

月11期

予備

19

必修

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

5

町

5

28

教科書

5

29

3

時問外
学習

会計時間数

30

3

・e-Leami暗教材・自作教材

成績評価
方法

5

Splonk core cert筑ed user受験に向けた学習

4

成果物作成に向けた学習

担当詳細

4

授業態度 20pt、課題提出(動画)40pt、課題提出(e-Learnin三) 40pt

4

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

5

3

10

2

教員

2

2

2

2

備考

66

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年次

到達目標

社会人にとぅて基本的な素養を知り、基礎スキルの一部について学習・演習する

授業計画

キャリアデザインⅡA

・就職活動に必要なことを学び、社会でも役立つことを理解tる
・ワークを通し、就職活動に必要なスキルの基礎を習得できる

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

1.導入

3

担当者

2.良い習慣を身につける

4

3.コミュニケーションカを高める

5

4,自己理解と履歴書の準備

6

5.他者理解

7

講義・実習

6.思いを言語化する

8

赤羽利夫

フ.スケジュール管理ど情報の利活用

9

8.業界研究セミナー、就活準備セミナー

10

内

11

12

容

玲

講義時期

14

科目Z、修区分

15

16

17

18

19

月1」期

20

彪イ惨

21

22

23

24

授業時問数

25

26

27

28

教科書

2

29

時間外
学習

6

合計時間数

30

KBC学園枇職活動の進め方

2

成績評価
方法

2

担当詳細

2

10

授業態度30pt 取殊且み姿勢40P 提出物30pt

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

教員 備考

26

ス
、
＼ノラシ



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情机スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習ΠA(セキュリティ実習)
プラットフォーム・webアプリケーションの脆弱性を理解し、ツールを用いて対象の脆弱性を検出できる脆弱性診断士の育成を
目的とする。

授業計画

・プラットフォームの脆弱性とその対策方法を説明することが出来る
・webアプリケーションの脆弱性とその対策方法を説明tることが出来る
・1雌弱性診断ツールの基本操作を理解し、脆弱性を検出寸ることが出来る

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

ガイダンス、脆弱性ガイドライン説明、各種セキュリティ資格紹介

3

担当者

HTTP/ネットワーク基礎

4

WEBアプリケーション脆弱性説明とXSS実習

5

SQLインジェクション実習

6

講義・演習

CSRF実習

7

大城全揮

その他脆弱性実習

8

脆弱性診断と結果報告

9

内

ここまでの振り返り(第3回から第6回までの実習のおさらい)

10

Web診断実習山URP SUITE)

Ⅱ

ク、

W此診断実習(OWASPZA円

12

診断報告書の作成と法令

講義時期

13

科目必修区分

課題提出と評価

H

プラットフォーム診断1

15

プラットフォーム診断2

16

課題提出と評価

17

月1」期

玲

選択

19

20

21

22

23

授業時間数

24

25

5

26

5

27

5

28

教科書

5

29

時間外
学習

合計時間数

5

30

W北セキュリティ担当者のための脆弱性診断スタートガイド第2版上野宣

成績評価
方法

5

オンデマンド教材(udemy)

5

担当詳細

5

授業態度 50pt、課題提出 50pt

5

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

5

5

5

5

教員

5

5

備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

清報スペシャリスト科2年炊以上

到達目標

ScratchやC言語でLECO Mmdstorm EV3(レゴロボ)をプログラミングする実習を通し、プログラムの組み
方、センサーを含むハードウェアのプ立グラミングを理解する。開発環境をLinuXとし、LmuXの操作にも慣
れることとする。

選択実習ⅡA(レゴロボ実習)

・scratchとC言語でプログラムを書けるようになる
・Ⅱn醐の基本的なファ/ル操作ができるようになる
・各種センサーの特徴を理解し、それらを活用したEV3(レゴロボ)を設計通りにプログラミングできるように
なる

・チームでの作業を通じてチームワークを身につける

授業計画

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業力法

担当者

2

環境構築

3

C言語基礎(擬似言語との関連付け)

4

C言語基礎(プログラム作成)

講義・実習

5

EV3組立て、scratch基礎

大城政邦

6

EV3プログラミング(scratch)

7

EV3プログラミング(scratch)、センサー活用

8

EV3プログラミング(scr肌Ch)、ライントレース

9

内

C言語環境構築、EV3プログラミング(C言語)

10

EV3プログラミング(C言ヨ甫、センサー活用、ライントレース

Ⅱ

講義時期

科目必修区分

EV3プログラミング(C言ヨ割、追加課題

12

部品の点検、振り返り

玲

N

15

16

月1」期

17

選択

18

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

5

27

5

28

10

教科書

29

5

合計時間数

30

5

時間外
学習

EV3 Classroom プログラミングガイド
ロボットで学ぶC言語プログラミング基礎
独自資料

10

抑

成績評価
方法

課題の作成と提出

5

10

担当詳細

授業態度40pt、課題提出印Pt

5

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価とする

5

教員 備考

75

容



令和 7

学科・学年

授業科目

授業概要

年度

情報スペシャリスト科2年炊以上

選択実習ⅡA(W此システム開発)

・情報スペシャリスト科で学ぶ、HTML・CSS・PHP(WEB開発技術)を連携し、サイト構築の体験をしながら学習を
していく。

・PHPのフレームワーク「La玲νel」、 CSSのフレームワーク「BootSぜOP」を使いながら本格的なW仙サイト作成にチャ
ンンジtる。
・基礎勉強から作品製作までをチームにて行う。

到達目標 ・仮想環境のDockerを利用した開発できるようになる。
・PHPやCSSのフレームワークを利用したWebサイトの作成ができるようになる。
・開発したWebサイトをポートフォリオとして提出できるようになる。

・チームでの開発ができるようになる。

授業計画

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

オリエンテーション・自己紹介・チーム決め・授業の進め方

講義・演習

3

今頭翔太

HTML・CSS基礎※BootstT叩も使用

4

PHP,MysQL基礎 dockerを利用した開発

5

PHPフレームワーク「L訂即el」の基礎

6

作品製作・ポートフォリオの作成

7

8

9

10

講義時期

内

11

前期

謡

容

玲

14

15

16

前期

17

選択

18

19

20

21

22

23

24

25

授業時問数

26

27

教科書

28

3

29

5

合計時問数

30

N

時閻外
学習

・オンデマンド動画教材「udemy」

13

・オリジナル資料

40

成績評価
方法

・授業内では使用しない「udemv」教材

担当詳細

出席率:15Pt・授業態度:15Pt、課題提出:30pt、作品提出:40pt

実務経験紹介

教員 備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャジスト科2年炊以上

到達目標

選択実習ⅡA化ユーマンスキル)

ゲームやグループディスカッションを通し、社会人として必要なスキノレ(コミュニケーション能力、新アイデア
創出)強化を図る。

・ルール内での創意工夫、斬新な発想を生み出すことができる
・グループで活動しコミュニケーション能力を最大限に発揮できる
・自身の持つアイデア、考えを他者へわかりや司、く伝えることができる

授業計画

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

グループディスカッション

3

グループディスカッションワーク

4

ディベート

5

講義・実技

ロミュニケーションカ強化

6

長嶺博紀

社会人としての基礎知識(政治・経済など)

リーダー育成

8

プレゼンカ強化

9

グループディスカッション(最終)

10

内

Ⅱ

容

12

講義時期

科目必修区分

玲

14

15

16

17

月1」1蛎

18

選択

19

20

21

22

23

24

授業時問数

25

26

7

27

18

28

教科書

4

29

時間外
学習

9

合計時問数

30

5

無L

成韻評価
方法

H

授業内の各種事例を深く掘り下げる。同様事例を独自に清報収集する

6

担当詳細

15

出席率15Pt、授業態度15Pt、科昌終丁後の授業レポート30pt、プレゼン評価如Pt

学校基準によ川段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

選択実習ⅡA(サーバ環境樹築(実践))

情報スペシャリスト科で学ぶ科目をサーバ構築および運用を通して体孫的実践から習得する。社会で利用されて
いるサーバ(さくらインターネットもしくはAWSEC2)にフロントエンドからバックエンドで活用さているサービスを違
入し、サーバ拙築の基礎を学ぶ。オープンソースとして実績の高いサービスの知識・技術の活用方法と拙築技術
を体得。また、拙築手順、エラー対応、バージョンなど詳細確認、レポート提出により問題解決スキルの成長を促
レ、相互レビューで自らの強み発見および改善を促司、。

到達目標 ・Linuxoswebサーノq荷築手順書通り、構築できる
・L1ΠUXサーノqさくらインターネットVPSもしくはAWSEC2)を操作できる
・仮想マシンVir山alBOXのインストーノレ、設定ができる
・LmuxoSのインストール、設定ができる
・webサービスApacheのインストーノレができる
・データベースMysQLのインストール、設定ができる
・プ吋グラミング言語PHPのインスト】ル、設定ができる
・CMs wordpresSのインストール、設定ができる
・Apache(webサーノ勺、 MysQL(データベースサーバ)、 PHP(プログラミング言語)、 wordpress(CMS)サービス問
の連携、管理、運用ができる
・webサーバ構築の基礎的なネットワーク、セキュリティの設定、変更ができる
・chatGPTを活用したレポーテオング、プレゼンテーションができる

学校名

授業方法

シラノくス

国際電子ビジネス専門学校

担当者

授業計画

講艇・演習

山川こゆき

講義

2

講義時期

科目必修区分

オリエンテーション・環境設定:自己紹介、授業の進め方、サーバ概要

3

仮想マシンとは:仮想、化環境概要、仮想マシンのインストール・作成・設定

4

LIDUXとは:OS概要、 OSのインストーノレ・作成・設定・ネットワーク接続・ログイン

5

調査1:ディストリビューションの検証・↓酔如選定

6

フロントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成(指定OS編)

7

フロントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成(選定OS編)

月1」期

8

調査2:サーバ、ネットワーク、各種サービス、セキュリティ、関連情報

選択

9

内

バックエンド榔築:構築手順実演、個人演習、本番環境設定

10

ソーシャノレ・マーケティングとは:企業のCSRとマーケティングの概要

U

本番環境構築1:企画、要件定鶉

W

本番環境構築2:基本設計

論

本番環境構築3:詳細設計・プログラミング

14

本番環境構築4:結合テスト・システムテスト,運用テスト

姉

発表1:プレゼンテーション

16

発表2:プレゼンテーション

]フ

18

19

20

21

22

23

24

授業時閻数

25

26

27

5

28

教科書

5

29

5

合計時間数

30

5

オリジナル資料

時問外
学習

5

5

さくらインターネット・サイト「さくらのナレッジ:さくらのVPS講座」(参考資料)

成績評価
方法

5

アマゾン・ウェプ・サービスEC2 ラボ

5

担当詳細

5

レポート 30pt、スピーチ 30pt、期末プレゼンテーション 20pt、成果物 20pt

5

5

5

5

教員

5

5

備考

75

容



令和 7年度

学科・学午

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習ⅡA(チャレンジコース)

学生個々で目標を設定し、独学(動画学習等含む)で目標を達成する

授業計画

・各白で設定Lた目標を達成するための手段やスケジューリングを行うことができる
・問題が起こった時の対処法、りスケジューリングができるようになる

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション

3

担当者

目標の設定および進抄方法の確認

4

目標を進める

5

進捗率の確認

6

7

実習

赤羽利夫

8

9

内

10

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

H

巧

16

17

18

目1」 1坊

19

選択

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

27

74

28

教科書

29

時間外
学習

合計時問数

30

成績評価
方法

各自目標を進める

担当詳細

授業態度60pt、課題達成率40pt

実務経験紹介

教員 備考

75

容



令和 7 午度

甘科.甘年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年歌

システム構築技術Ⅲ(サーパ櫛築運用)

これまで学んできた科目の集大成といWebサーバ構築および運用」を通して体系的に学んでいく。実社
会で利用されている基本的なLAMPサーバ環境を構築し、フロントエンドからバックエンドの各サービスの
導入、実践的なサーバ備築・設定・動的Webサイト運用でインフラエンジニアの仕事内容およびプロセス
を学ぷ実際に社会で活用されているVPNサービスを利用し、サービスの知識・技術の活用方法と構築
技術を習得する。

到達目標 ・LinuxoSのWebサーパが基本手順通り構築できる。
・LinuXサーバ(さくらインターネット「VPS」もしくはAws rEC2」)を操作できる。
・オンブレミス環境(vi比U"1BO×:LmⅡXOS、 webサービス、データパースサービス、プログラミング言語PHP、 CMS
rw0司n部S0のインストール粉よび基本設定ができる。
・クラウド環境はくらインターネットもしくはAWS:unuxos、webサー甘ス、データベースサービス、プログラミング
言語FHF、CMsrwordpN隔Dのインストールおよび基本設定ができる。
・サービス問(データベース、 CMsrwordness」仙)との連携、設定、運用、管理ができる。
・サー・バ構築の基本的なネットワーク、セキュリテオの設定、変吏ができる。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

授業計画

講義・演習

山川こゆき

講義

2

オリエンテーション・環境設定:授業の進め方、構築手順概要、環境設定

3

講襲時期

利・目必修区分

ディストリビューションの比較検討・インストール・ダウンロード

4

各極サービスのインストール・設定・検証

5

サーバとは:サーバに関十る調査(種類・特徴・機能・閼連事項)

6

サーバ要件定義:作成(調査・検討・決定)およびテスト検証

7

環境の構築:フロントエンド・バックエンド

8

後期

内

環境の構築;動的W血サイトの制作

9

必修

演習

成果物制作

容

プレゼンテーション

2

VirtU丑IBOXのインストーノレとネットワーク等設定:講義]

3

ディストリビューション「AlmaL伽UX」のインストールと設定:講義2

4

色々な環境のインストールと設定・検証:講鶉3~4

W此サービス、DB,関連のインストールと設定・ネットワークの設定:講義6~フ

授業時問数

4

4

4

教科書

3

4

合計時問数

5

オリジナル資料「サーノ井倖築:LAMP環境編」「サーバ構築:クラウド環境編」

時問外
学習

4

毎回のレポート:ポートプオリオ手法(学びの記録を蓄積→省察L成果・次回課題を設定)

8

オンデマンド学習「udemy」

成績評価
方法

4

担当詳細

3

毎回のレポート卯Pt、成果プレゼンテーション 30pt、成果物 30pt

3

実務経験紹介

3

5

教員 備考

54



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

清報スペシャリスト科(4年制)3年玖

到達目標

IPアドレッシングやイーサネットの基礎を含む、インターネットや最新のコンピューターネットワークを介してユー
ザー、デバイス、アプリケーション、データを接続するためのアーキテクチャ、モデル、プロト=ノレ、ネットワークを学
ηし

ネットワーク入門Ⅲ(ENSA)

授業計画

・ノレーティングプロトコノレ(OSPF)の設定ができる。
・ACLを使用してアクセス制御ができる。
・ネットワークの仮想化、自動化の説明ができる。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

モジューノレ1:シングノレエリア0SPFV4の概念

3

担当者

モジューノレ2:シングルエリア0SPFV4の設定

4

モジューノレ3:ネットワークセキニリティの概念

5

モジュール4:ACLの概念

6

講義・演習

モジューノレ5;1PV4 ACLの設定

7

大城全揮

モジューノレ6:1PV4 NAT

8

モジューノレフ:WANの概念

9

内

モジューノレ8:VPNおよびIpseCの概念

10

モジューノレ9:QOSの概念

Ⅱ

モジューノレ10:ネットワーク管理

12

モジュ^ノレ11:ネットワ^ク言聖言十

講義時期

13

科目必修区分

モジュール12:ネットワークのトラブルシューティング

14

モジューノレ13:ネットワーク仮想化

15

モジューノレ14:ネットワーク自動化

16

期末試験(筆記・実技)

17

試験対策

18

後期

19

必修

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

3

27

3

28

3

教科書

29

3

時間外
学習

合計時問数

30

3

Webテキスト(ciscoacademy 提供)

成績評価
方法

3

パケットトレーサー(実習環境)を使用したラボ実習

3

担当詳細

3

章末試験20pt、期末試験(筆記)30pt、期末試験(実技)50pt

3

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価とする

3

3

3

3

教員

3

7

巧

備芳

64

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年次

到達目標

Splunkを活用し、データを解析・インシデント朋査を行い対策方法を含めた発表をPBL形式で行う。

ログ分析実習 I B(splunk)

授業計画

・splunkを活用しデータの解析ができる。
・インシデントの特定ができる。
・インシデントに対して対策方法を提示することができる。

シラノ{ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション(シラバス・ニマ配分説明)

3

担当者

PBL演習準備/調査トレーニング

4

PBL演習/チーム分け

5

PBL演習/譜築開始

6

喜友名航・中村響

講義・実習

P肌演習/発表資料作成

7

PBL中間発表

8

環境再構築MBSD発表資料作成(PBD

9

内

MBSD発表資料作成(PBL)

10

PBL演習発表/MBSD授業

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

18

後期

19

必修

20

21

22

鈴

授業時間数

24

25

26

2

27

4

28

2

教科書

29

2

時間外
学習

合計時間数

12

30

.e-Learning教材.自作教材

成績評価
方法

2

成果物作成に向けた学習

2

担当詳細

23

中間発表40pt、本番発表如Pt、資料提出 20pt

10

学校基準によ輿段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

59

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科睦年制)3年女

社会の構造、企業の構造など、社会人にとって基本的な素養を学習し、就職活動の具体的な進め方に
ついて学習・演習tる。

到達目標

キャリアデザインⅡB

授業計画

・自己分析や企業研究など自発的に取り組み、履歴書を完成させることができる。
・基本的な就職活動の流れとポイントを押さえて動く二とができる
・SPI、CAB、GAB試験の内容を理解し効率的に問題を解くことができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

3

1章:赴職活動の基礎を整える

4

1-1:身だしなみを整える、履歴書の準備、採用試験(澁接)の受け方

5

1-2:KBC学園センスアップセミナー

2章:赴職活動の実践

講義・実習

6

赤羽利夫

7

2-1:KBC学園の就職斡旋規定

8

2-2:毓職活動のスケジューリング

9

2-3:KBC学園就職活動の流れ

10

内

2-4:企業情報の収集方法

11

2-5;企業訪問・会社説明会

12

2-6:求人票の見方

講義時期

科目必修区分

13

2-フ:企業清報のまとめ方

14

2-8:面接試験に備える(志望動機の作成)

15

2-9:採用試験(事前準備と注意事項)

16

2-10:添え状・詫び状

17

2-11:内定を辞退する場合

後期

3章:社会人になる前に

18

必修

19

3-1:新入社員として

20

3-2:すぐに必要となるビジネスマナー

センスアップセミナー(準備・実践)

21

就活イベント

22

会社説明会及び面接対策
SPI、 CAB、 GABについて対策
外部機関による就職講和船よび演習等の実施

23

授業時間数

24

25

26

0.5

27

0.5

28

教科書

29

時問外
学習

0.5

合計時問数

30

0,5

KBC学園就職活動の進め方

成績評価
方法

採用試験準備(履歴書作成、エントリーシート、面接練習)

0.5

0.5

採用試験受検(筆記、webテスト、面接)

担当詳細

授業態度20pt、履歴書完成度20pt、敢弊且み姿勢40P、提出物20pt

0.5

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

0.5

0.5

0,5

0.5

教員

0.5

0.5

0.5

備考

20

10

16

54

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4午制)3午炊

やりがいを持てる社会人生活を送る為に、社会との繋がりの中で自分自身の生きる姿勢を探求し、ロール
モデルを探し自身の「志」を具体化させていく事を目指す。

到達目標

授業計画

志高い人々に学び、能動的に行動するために考える力、伝える力を磨き、白身の働き方、他者理解を含
め、社会人としてのあり方を整理し自身の「志」(酎票)を立てることができる。

志学Ⅱ

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

志学Ⅱ序章

3

志学Ⅱ第1章

4

志学Ⅱ第2章

5

講義・実習

志学Ⅱ第3章

6

赤羽利夫

志学Ⅱ第4章

7

志学Ⅱ第5章

8

志とは

9

感化力r志」高く生きた人に学ぶ

内

10

伝える力(思いを言葉に変える力)を磨く

Ⅱ

考える力(思考力)を磨く

容

12

講鶉時期

科目必修区分

私の「志」

13

14

15

16

17

後期

18

必修

19

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

2

27

2

28

6

教科書

29

2

時間外
学習

合計時問数

30

6

志学 1 ・Ⅱ

成績評価
方法

2

「私の口ールモデノレ」プレゼンテーション資料作成(100分)

担当詳細

授業態度30pt、授業レポート及び課題70pt

実務経験紹介

学校基推により4段階評価とする

(KBC学園オリジナルテキスト)

教員 備考

20



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(4年制)3年歌

到達目標

・面接時の好感の持てる応答の仕方を演習を通して学習する

授業計画

ビジネスマナーⅡ

・面接時の基本的な立ち居振る舞いを身につける

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

自己PR文の作成のポイント

3

担当者

【演習】グループ面接時の入退室・自己紹介

4

【演習】グループ面接(入退室十質疑応答)

5

6

7

演習

藤吉綾子

8

9

内

10

11

容

12

講義時期

13

科目彪イ彦区分

14

15

16

17

18

後期

19

必佃

20

21

22

23

授業時問数

24

25

26

2

27

2

28

]6

教科書

29

時間外
学習

合計時問数

30

実践ビジネスマナー(に00円+税ウイネット)

成績評価
方法

なし

担当詳細

出席率(2脇)・授業態度(25%)・提出物(2醐)・期末テスト(25%)

実務経験紹介

教員 備考

20



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年炊以上

到達目標

選択実習ⅡB(セキュリティ実習)
プラットフォーム・W此アプリケーションの脆弱性を理解し、ツールを用いて対象の脆弱性を検出できる脆弱性診断士の育成を
目的と司、る。

授業計画

・プラットフォームの脆弱性とその対策方法を説明司、ることが出央る
・webアプリケーションの脆弱性とその対策方法を説明するととが出来る
・脆弱性診断ツールの基本操作を理解し、脆弱性を検出することが出来る

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

ガイダンス、脆弱性ガイドライン説明、各種セキュリティ資格紹介

3

担当者

HTTP/ネットワーク基礎

4

WEBアプリケーション脆弱性説明とXSS実習

5

SQLインジェクション実習

6

講義・演習

CSRF実習

7

大城全揮

その他脆弱性実習

8

脆弱性診断と結果報告

9

内

ここまでの振り返り(第3回から第6回までの実習のおさらい)

10

Web診断実習(BURPSUITE)

Ⅱ

容

Web診断実習(OWASPZAP)

12

診断報告書の作成と法令

講鶉時期

玲

科目必修区分

課題提出と評価

14

プラットフォーム診断1

15

プラットフォーム診断2

16

課題提出と評価

17

18

後期

19

選択

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

5

27

5

28

5

教科書

29

5

時間外
学習

合計時間数

30

5

Webセキュリティ担当者のための脆弱性診断スタートガイド第2版上野宣

成績評価
方法

5

オンデマンド教材(udemy)

5

担当詳細

5

授業態度 50pt、課題提出 50pt

5

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

5

5

5

5

教員

5

5

備考

75

、
、
、ラシ



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

清報スペシャリスト科2年炊以上

到達目標

Scr雛ChやC言語でLECO Mmdstorm EV3(レゴロボ)をプログラミングする実習を通し、プログラムの組み
方、センサーを含むハードウェアのプログラミングを理解する。開発環境をLinUχとし、LinUχの操作にも償
れることと司、る。

選択実習ⅡB(レゴロボ実習)

・scratchとC言語でプログラムを書けるようになる
・Ⅱ刈Xの基本的なファイル操作ができるようになる
・各種センサーの特徴を理解し、それらを活用したEV3(ンゴロボ)を設計通りにプログラミングできるように
なる

・チームでの作業を通じてチームワークを身につける

授業哥画

シラノ、ス

学校佑:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

環境構築

3

C言語基礎(擬似言語との関連付け)

4

講幾・実習

C言語基礎(プログラム作成)

5

三V3組立て、scratch基礎

大城政邦

6

EV3プログラミング(scratch)

7

EV3プログラミング(scratch)、センサー活用

8

EV3プログラミング(scratch)、ライントレース

9

内

C言語衆境構築、EV3プログラミング(C言語)

10

EV3プログラミング(C言i勘、センサー活用、ライントレース

Ⅱ

講義時期

科目必修区分

三V3プログラミング(C言i勘、追加課題

12

部品の点検、振り返り

玲

14

15

16

後期

17

北イ彦

18

19

20

21

22

鈴

授業時間数

24

25

26

5

27

5

10

28

教科書

29

5

合計時間数

30

5

時間外
学習

三V3 ClaS5room プログラミングガイド
ロボットで学ぶC言語プログラミング基礎
独自資料

10

10

成績評価
方法

課題の作成と提出

5

10

担当詳細

授業態度40pt、課題提出60pt

5

実務経験紹介

学校基準によ喫段階評価とする

5

教員 備考

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

清報スペシャリスト科2年炊以上

選択実習ⅡB(webシステム開発)

・情報スペシャリスト科で学ぶ、HTML・CSS・PHP(WEB開発技林Dを連携し、サイH等築の体験をしながら学習を
していく。

・PHPのフレームワーク「L町脚eu、CSSのフレームワーク「Boot計閉P」を使いながら本格的なWebサイト作成にチャ
レンジtる。

・基礎勉強から作品製作までをチームにて行う。

到達目標 ・仮想環境のDockerを利用した開発できるようになる。

・PHPやCSSのフレームワークを利用したW此サイトの作成ができるようになる。
・開発したWebサイトをポートフォリオとして提出できるようになる。

・チームでの開発ができるようになる。

授業計画

シラノ、ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

講義・演習

オリエンテーション・自己紹介・チーム決め・授業の進め方

3

今頭翔太

HTML・CSS基礎※Bootstr8Pも使用

4

PHP,MysQL基礎 dockerを利用Lた開発

5

PHPフレームワーク「L鮎別eLの基礎

6

作品製作・ポートフォリオの作成

7

8

9

]0

講義時期

科目必修区分

内

Ⅱ

]2

谷

]3

H

15

16

後期

17

選択

18

19

20

21

22

23

24

25

授業時問数

26

27

教科書

28

3

29

5

合計時間数

30

14

時間外
学習

・オンデマンド動画教材「udemy」

玲

・オリジナル資料

40

成績評価
方法

・授業内では使用しない「udem訓教材

担当詳細

出席率:15Pt・授業態度:15Pt、課題提出:30pt、作品提出:40pt

実務経験紹介

教員 備考

75



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2年次以上

到達目標

選択実習ⅡB化ユーマンスキノレ)

ゲームやグノレープディスカッションを通し、社会人として必要なスキル(コミュニケーション能力、新アイデア
創出)強化を図る。

・ノレール内での創意工夫、斬新な発想を生み出すことができる
・グループで活動しコミュニケーション能力を最大限に発揮できる
・自身の持つアイデア、考えを他者へわかりやすく伝えることができる

授業計画

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

グノレープディスカッション

3

グノレープディスカッションワーク

4

ディベート

5

コミュニケーションカ強化

6

講義

長嶺博紀

社会人としての基礎知識(政治・経済など)

7

リーダー育成

8

プレゼンカ強化

9

グループディスカッション(最終)

内

10

Ⅱ

容

12

講義時期

科目必修区分

13

14

15

16

17

後期

18

選択

19

20

21

22

23

24

授業時問数

25

26

7

27

18

28

教科書

4

29

時間外
学習

9

合計時間数

30

5

無L

成績評価
方法

Ⅱ

授業内の各種事例を深く掘り下げる。同様事例を独白に情報収集する

6

担当詳細

15

出席率15Pt、授業態度15Pt、科目終了後の授業レポート30pt、プレゼン評価如Pt

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

教員 備考

75



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリス蒔北年次以上

選択実習ⅡB(サーバ環境構築(実践))

情報スペシャリスト科で学ぶ科目をサーバ構築および運用を通して体系的実践から習得する。社会で利用されて
いるサーバ(さくらインターネットもしくはAWSEC2)にフロントエンドからバックエンドで活用さているサービスを導
入し、サーバ構築の基礎を学ぶ。オープンソースとして実績の高いサービスの知識・技術の活用方法と構築技術
を体得。また、構築手順、エラー対応、バージョンなど詳細確認、レボート提出により問題解決スキルの成長を促
し、相互レビニーで自らの強み発見および改善を促司、。

到達目標 ・Llnuxoswebサーバ構築手順書通り、講築できる
・LinuXサーバ(さくらインターネットVPSもしくはAWSEC2)を操作できる
・仮想マシンVjr加且IBOXのインストーノレ、設定ができる
・LinuxoSのインストーノレ、設定ができる
・webサービスApacheのインストールができる
・データベースMysQLのインストール、設定ができる
・プログラミング言語PHPのインストール、設定ができる
・CMsvvordpre部のインストーノレ、設定ができる
・AP此he(W此サーバ)、 MysQL(データベースサーバ)、PHP(プログラミング言1剖、 wmdpress(CMS)サービス
間の連携、管理、運用ができる
・webサーバ構築の基礎的なネットワーク、セキュリティの設定、変更ができる
・chatGPTを活用したレポーティング、プレゼンテーションができる

学校名

授業方法

シラノ弌ス

国際電子ビジネス専門学校

担当者

授業計画

講義・演習

山川こゆき

講義

2

講義時期

オリエンテーション・環境設定:自己紹介、授業の進め方、サーバ概要

科目必修区分

3

仮想マシンとは:仮想化環境概要、仮想マシンのインストール・作成・設定

4

LinuXとは;OS概要、 OSのインストーノレ・作成・設定・ネットワーク接続,ログイン

5

調査1:ディストリビューションの検証・比較・選定

6

フロントエンド構築:構築手順実演、個人演習、手順書作成仔旨定OS編)

7

フロントエンド構築;構築手順実演、個人演習、手順書作成(選定OS編)

8

後期

調査2:サーバ、ネットワーク、各種サービス、セキュリティ、関連情報

9

選択

内

バックエンド構築:構築手順実演、個人演習、本番環境設定

10

ソーシャノレ・マーケティングど*;企業のCSRとマーケティングの概要

Ⅱ

本番環境構築1:企画、要件定義

12

本番環境構築2:基本設計

玲

本番環境構築3:詳細設計・プログラミング

14

本番環境構築4:結合テスト・システムテスト・運斥テスト

15

発表1:プレゼンテーション

発表2:プレゼンテーション

教科書

合計時間数

時間外
学習

オリジナル資料

さくらインターネット・サイト「さくらのナレッジ:さくらのVPS講座」(参考資料)

成績評価
方法

アマゾン・ウェブ・サービス EC2 ラボ

授業時間数

担当詳細

レポート 30川、スビーチ 30pt、期末プレゼンテーション 20pt、成果物 20pt

5

5

5

教員

5

5

5

5

5

備考

5

5

5

5

5

5

5

75

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科2午次以上

到達目標

選択実習ⅡB(チャレンジコース)

学生個々で目標を設定し、独学(動画学習等含む)で目標を達成する

授業計画

・各自で設定した目標を達成するための手段やスケジューリングを行うことができる
・問題が起こった時の対処法、りスケジューリングができるようになる

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション

3

担当者

目標の設定および進捗方法の確認

4

目標を進める

5

進捗率の確認

6

7

実習

赤羽利夫

8

9

内

10

Ⅱ

12

講義時期

玲

科目必修区分

14

15

16

17

W

後期

19

選択

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

27

74

28

教科書

29

時間外
学習

合計時問数

30

成績評価
方法

各白目標を進める

担当詳細

授業態度60皿、課題達成率40pt

実務経験紹介

教員 備考

75

容


